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はじめに 

 
 本市におけるし尿、浄化槽汚泥、ディスポーザ汚泥（以下、「し尿等」という。）の処理

は、緑区青山に位置する津久井クリーンセンターし尿処理施設（以下、「津久井クリーンセ

ンター」という。）で固液分離処理を行っている。処理後の分離液は下水道へ希釈放流し、

脱水汚泥はごみ焼却施設で助燃剤として活用している。 

 一般的に、廃棄物処理施設は、施設を構成する設備・機器等が高温・多湿や腐食性雰囲気

に暴露され、機械的な運動により摩耗しやすい状況下で稼働することが多いことから、他の

都市施設と比較すると性能低下や摩耗の進行が速く、施設全体としての耐用年数が短いとさ

れている。 

 し尿処理施設の場合は、放流水質基準の強化、搬入物の量及び性状の大きな変化等への対

応と設備装置の経年劣化を理由に、竣工から 20～30 年程度で施設全体の更新が行われるケ

ースが多くなっているとされる。 

 環境省は、「廃棄物処理施設長寿命化総合計画作成の手引き（し尿処理施設・汚泥再生処

理センター編）」（以下、「手引き」という。）を平成 22年３月に策定（平成 27 年３月改

訂）し、「日常の適正な運転管理と適切な定期点検整備、適時の延命化対策を実施すること

で設備機能を保持し、施設をできるだけ長く維持活用することが求められており、ストック

マネジメントの考え方を導入することにより、施設の長寿命化を図ることが重要である」と

示している。 

 長寿命化総合計画は、施設の性能を長期に維持していくために日常的・定期的に行う作業

計画である「施設保全計画」と、施設保全計画の適切な運用に努めてもなお生ずる性能の低

下に対して必要となる、基幹的設備・機器の更新等の整備実施に向けた計画である「延命化

計画」から構成される。 

 なお、津久井クリーンセンターは平成 28年３月に竣工しており、稼働年数が短いことか

ら性能低下の兆候が現れていないため、現時点では施設保全計画のみを定めることとし、適

切な時期に改訂して、延命化計画を定めることとする。 
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用語の定義 

 

本長寿命化総合計画書（以下、「本計画」という。）で使用する用語の定義は、手引きに

合わせて以下のとおりとする。 

 

１ ストックマネジメント 

 廃棄物処理施設に求められる性能水準を保ちつつ長寿命化を図り、ライフサイクルコ

スト（ＬＣＣ：Life Cycle Cost）を低減するための技術体系及び管理手法の総称。 

 

２ 長寿命化総合計画 

 廃棄物処理施設のストックマネジメントに関し、所管自治体が定める具体的な計画を

「長寿命化総合計画」と呼ぶ。長寿命化総合計画は、施設保全計画及び延命化計画の二

つを指す。 

 

 
 

 
 
３ 施設保全計画 

 施設の性能を長期に維持していくために、日常的・定期的に行う「維持・補修データ

の収集・整備」「保全方式の選定」「機器別管理基準の設定・運用」「設備・機器の劣

化・故障・寿命の予測」等の作業計画。 

 設備・機器に対し適切な保全方式及び機器別管理基準を定め、適切な補修等の整備を

行って設備・機器の更新周期の延伸を図る。 

 

 
 
 
 
 
 
 
４ 延命化計画 

 施設の性能を長期にわたり維持するためには、適切な施設の保全計画の運用に努める

ことが重要であるが、それでもなお生ずる性能の低下に対して必要となる基幹的設備・

機器の更新等の整備実施に向けた計画。  

長寿命化総合計画 
施設保全計画 

延命化計画 

施設保全計画 
（施設を長寿命化するため、 
日常的・定期的に行う計画） 

維持・補修データの収集・整備 

保全方式の選定 

機器別管理基準の設定・運用 

設備・機器の劣化・故障・寿命の予測 
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５ 基幹的設備改良（基幹改良）事業 

 主処理設備、汚泥処理設備、資源化設備、脱臭設備など、し尿処理施設を構成する重

要な設備や機器について、概ね 10～15 年ごとに延命化計画に基づいて実施する大規模

な改良事業。循環型社会形成推進交付金の交付対象となる事業には、単なる延命化だけ

でなく、省エネなどＣＯ２削減に資する機能向上が求められる。 

 

６ 性能水準 

 廃棄物処理施設がその処理性能、機能を適切に発揮するため、施設を構成する各設備・

機器の個々が満たすべき性能、機能、構造強度等の程度。性能とは単に処理能力だけで

なく省エネルギーやエネルギー回収率向上など環境負荷の側面も含めた総合的なもので

ある。通常、下図のとおり時間の経過とともに劣化する傾向となる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７ 保全方式（事後保全・予防保全） 

 廃棄物処理施設を構成する設備・機器に対し行う保全の対応。以下に分類される。 

 

保全方式 保全の内容 

予防保全 

(PM：Prevention Maintenance) 

機能診断等で状況を把握して性能水準が一定

以下になる前に保全処置を行う。 

 時間基準保全 

(TBM：Time-Based Maintenance) 

時間を基準に一定周期（時間）で保全処置を行

う方式 

状態基準保全 

(CBM：Condition-Based Maintenance) 
施設の状態を基準に保全処置を行う方式 

事後保全 

(BM：Breakdown Maintenance) 

設備・機器の故障停止、または著しく機能低下

してから修繕を行う方式 

 

  

性能水準 

時間経過 

初期性能水準 
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８ 管理水準 

 各設備・機器が使用限界水準（=回復不能レベル）まで劣化する前に、何らかの整備

（補修、交換、改善等）を行う必要がある。その整備の必要性の目安とするレベル（数

値、状態等）。 

 
９ 使用限界水準 

 施設の適正運転を維持するために最低限必要な性能、機能、構造強度の水準。 

 
１０ 機器別管理基準 

 設備・機器の性能水準を判断・維持するための目安。各設備・機器別の保全方法、診

断方法、診断頻度、管理基準、評価方法を定めた管理表。 
 

１１ 機能診断 

 設備・機器の性能水準の低下を判断するための診断、診断項目とその手法。 
 

１２ ライフサイクルコスト ＬＣＣ(Life Cycle Cost) 

 施設建設費、運営管理費（運転費、点検補修費）、解体費を含めた廃棄物処理施設の

生涯費用の総計。このうち、点検補修費はオーバーホール、補修のみならず、改造等の

費用を含むものをいう。 

 
 
 
 
 
 
 

１３ 廃棄物処理ＬＣＣ 

 検討対象期間内の廃棄物処理を行うために投じなければならないコスト。 

 施設の解体費は、廃棄物処理の役割から退いた施設に必要となる費用であって、検討

対象期間中の廃棄物処理のために投じられる費用ではないことや、施設全体の解体は供

用停止直後に行われるとは限らず、検討対象期間以降に行われることもあることから、

施設全体の解体費は廃棄物処理ＬＣＣの対象から除外される。 

 

１４ 更新 

 廃棄物処理施設全体の更新または施設を構成する設備・機器を設備・機器単位で取替

えること。  

ライフサイクルコスト 
ＬＣＣ 

運営管理費 

建設費 

解体費 

運転費 
（用役費含む） 

点検補修費 



5 

第１章 基本的事項 

 
１ 計画の策定 

 環境省は、管理・所管するインフラの維持管理・更新等を着実に推進するための中長

期的な取り組みの方向性を明らかにする計画として、「インフラ長寿命化計画（行動計

画）」を平成 28 年３月に策定した。この計画の中で、市町村等に対し、ごみ焼却施設

及びし尿処理施設・汚泥再生処理センターについての個別施設計画の策定を求めている。 

また、長寿命化総合計画が個別施設計画に相当するものであると示している。 

 これを受けて、本市においては、津久井クリーンセンターの長寿命化総合計画を策定

し、今後の整備方針を定めるとともに、本市の財政負担の軽減化や地球温暖化対策に寄

与できることを目的とする。 

 なお、津久井クリーンセンターは平成 28年３月に竣工し、稼働年数が短いことから

性能低下の兆候が現れていない。現時点では、施設保全計画を定め、設備・機器に対し

適時に適切な補修等の整備を行うことで設備・機器の更新周期の延伸を図り、施設全体

の長寿命化を図ることとする。 

 

２ 計画の構成 

 本計画は、施設保全計画と延命化計画の２つで構成される。 

 施設保全計画とは、施設の性能を長期に維持していくため、日常的・定期的に行う作

業計画。設備・機器に対して適切な保全方式及び機器別管理基準を定め、適切な補修等

の整備を行って設備・機器の更新周期の延伸を図る。 

 延命化計画とは、適切な保全計画の運用に努めても、なお生ずる性能の低下に対して

基幹的設備・機器の更新等の整備を適切な時期に計画的に行うことにより、施設の延命

化を図る。 
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３ 計画の位置付け 

 本計画は、相模原市一般廃棄物処理基本計画、相模原市循環型社会形成推進地域計画

を上位計画とし、相模原市公共施設等総合管理計画と整合を図るものとする。 

 なお、環境省が平成28年３月に策定した「インフラ長寿命化計画（行動計画）」の中

で、「個別施設ごとの長寿命化計画（個別施設計画）」の策定が求められている。本計

画は、個別施設計画に該当するものである。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

図１－１ 相模原市一般廃棄物処理施設（し尿処理施設）長寿命化総合計画の位置付け 
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４ 計画期間 

 手引きでは、施設全体の性能水準は、稼働後12、13年程度は低下が軽微であるが、経

過年数がそれ以上に進むにしたがって急速に低下するようになり、15年以上経過すると

老朽化が顕著になるとされている。したがって、延命化計画は、稼働後10年となる令和

７年度（2025年度）ごろを目途に策定することとする。 

 施設保全計画の計画期間は稼働後20年となる令和17年度（2035年度）までとし、設備・

機器の健全度評価の結果を踏まえながら適宜に改訂を行い、合わせて施設保全計画の計

画期間の見直しを行うこととする。 

 

５ 基本方針 

(1) 稼働年数を長期化することにより、建替え周期の長期化、ライフサイクルコスト（Ｌ

ＣＣ）の低減を図る。 

(2) 老朽化により低下した設備の性能を回復させ、さらには、機能性、安全性及び維持

管理性の向上を図り、安定した処理能力を維持する。 

 

６ 地域単位の総合的な調整 

 手引きでは、廃棄物処理施設の長寿命化に当たっては、施設単位の観点だけでなく、

地域単位の観点から必要な施設について長寿命化を図ることとし、地域における他の類

似施設との集約化の検討を求めている。 

 本市は、神奈川県が策定した「神奈川県循環型社会づくり計画」の中で単独で広域ブ

ロックに位置づけられていることや、本市のし尿処理施設は１施設のみであり、既に集

約化がされていることから、本計画では津久井クリーンセンターについて計画する。 
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７ ＳＤＧｓとの関係 

 持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）は、平成 27（2015）年９月の国連サミットで採択さ

れた「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」にて記載された平成 28（2016）年か

ら令和 12（2030）年までの国際目標です。持続可能で多様性と包摂性のある社会を実

現するための 17 のゴールから構成され、地球上の誰一人として取り残さない（leave no 

one behind）ことを誓っている。 

 本計画では 17のゴールのうち、関連の深いゴール６「安全な水とトイレを世界中に」

及びゴール 11「住み続けられるまちづくりを」をＳＤＧｓの目標とする。 
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第２章 施設の概要 

 

１ 施設の概要 

 津久井クリーンセンターの概要、処理フローを表２－１、図２－１に示す。 

 また、施設の位置を図２－２に示す。 

 
表２－１ 津久井クリーンセンターの概要 

施設名称 相模原市津久井クリーンセンターし尿処理施設 
所在地 緑区青山 3385-2 

面積 敷地面積：9,576 ㎡ 

建築面積：受入棟 228.26 ㎡、処理棟 483.46 ㎡、管理棟 299.35 ㎡ 

延床面積：受入棟 464.34 ㎡、処理棟 972.00 ㎡、管理棟 442.83 ㎡ 

施設規模 89kℓ/日 

（し尿：5kℓ/日、浄化槽汚泥：83kℓ/日、ディスポーザ汚泥：1kℓ/日） 

建設年月日 着工：平成 24年 12 月 20 日 

竣工：平成 28年  3 月 25 日 

※建屋、水槽、機械設備、配管設備、電気・計装設備、電気・水道引込設備、 

構内排水設備（下水道放流系統）は平成 27年 10 月 30 日に稼働 

設計・施工 日立造船株式会社 

事業費 総事業費（円、税込） 

（内訳）し尿処理施設建設工事 

    管理棟建設工事  

    管理棟建設電気設備工事 

    管理棟建設機械設備工事 

    旧管理事務所解体撤去工事 

    土壌調査業務委託 

1,383,841,995 

1,207,500,000 

105,116,400 

21,276,000 

18,684,000 

26,492,400 

4,773,195 

財源内訳（千円） 
国庫：  263,973 
起債：1,034,600 
一財：   85,269 

資源化方式 助燃剤化 
処理方式 水処理 固液分離処理方式（直接脱水処理方式＋下水道放流方式） 

汚泥処理 高効率遠心脱水機にて助燃剤化し、ごみ焼却施設へ搬出 
脱臭処理 高濃度臭気：生物脱臭、低濃度臭気：活性炭吸着 

放流先 公共下水道（相模川流域下水道） 
希釈水の種類 河川伏流水（道志川） 
希釈倍率 通常：3倍、最大：12 倍 
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図２－１ 津久井クリーンセンターの処理フロー
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図２－２ 津久井クリーンセンターの位置 

 

 

  

北清掃工場 
（ごみ焼却施設、粗大ごみ処理施設） 

一般廃棄物最終処分場 

南清掃工場（ごみ焼却施設） 

津久井クリーンセンターし尿処理施設 
※本計画の対象施設 



12 

２ 施設の稼働状況 

 平成 28～31 年度の運転管理実績を表２－２、し尿等の搬入実績を表２－３、図２－３

に示す。 

 

表２－２ 運転管理実績 

項目 単位 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 

実
績
値 

し尿等搬入量 kℓ/年 29,123  28,768  28,125  26,925  

処理量 kℓ/年 31,392  30,315  29,928  28,262  

希釈水量 kℓ/年 42,281  37,840  42,671  34,359  

脱水汚泥搬出量 kg/年 734,310  684,050  639,500  594,550  

電気使用量 kWh/年 437,357  459,467  444,473  435,264  

薬剤使用量 

高分子凝集剤 kg/年 4,441  5,658  5,530  5,165  

ポリ硫酸第二鉄 kg/年 62,466  62,742  63,481  62,292  

苛性ソーダ kg/年 1,410  713  388  181  

放
流
水
水
質
（
年
度
平
均
値
） 

温度 ℃ 18.0  18.2  19.3  19.5  

水素イオン濃度（ｐＨ） ― 7.5  7.6  7.6  7.6  

生物化学的酸素要求量（ＢＯＤ） mg/ℓ 142  64  46  42  

浮遊物質（ＳＳ） mg/ℓ 72  54  51  63  

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質（鉱物油） mg/ℓ 2 未満  2 未満  2 未満  2 未満  

ﾉﾙﾏﾙﾍｷｻﾝ抽出物質（動植物油脂類） mg/ℓ 4 未満  3 未満  3 未満  2 未満  

アンモニア性窒素 mg/ℓ 87  69  60  65  

亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素 mg/ℓ 1 未満  1 未満  1 未満  1 未満  

アンモニア性窒素等 ※ mg/ℓ 87  69  60  64  

ヨウ素消費量 mg/ℓ 84  34  38  30  

※アンモニア性窒素等とは、アンモニア性窒素、亜硝酸性窒素及び硝酸性窒素含有量をいう。 
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表２－３ し尿等の搬入実績 

項目 単位 設計値 平成 28 年度 平成 29 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 

総合計 搬入量 kℓ/年 27,243 29,123  28,768  28,125  26,925  

日平均処理量 kℓ/日 74.64 79.79  78.82  77.05  73.57  

搬入率 % － 89.7  88.6  86.6  82.7  

し尿 搬入量 kℓ/年 1,540 2,795  2,694  2,496  2,448  

日平均処理量 kℓ/日 4.22 7.66  7.38  6.84  6.69  

混合比率 % 5.7 9.6  9.4  8.9  9.1  

浄化槽汚泥 搬入量 kℓ/年 25,395 26,197  25,920  25,439  24,341  

日平均処理量 kℓ/日 69.58 71.77  71.01  69.70  66.5  

混合比率 % 93.2 90.0  90.1  90.4  90.4  

ディスポーザ

汚泥 

搬入量 kℓ/年 308 131  154  190  136  

日平均処理量 kℓ/日 0.84 0.36  0.42  0.52  0.37  

混合比率 % 1.1 0.4  0.5  0.7  0.5  

（注１）搬入率 ：計画処理規模（89kℓ/日）に対する割合 
計画処理規模は、日平均処理量に月最大変動係数（1.18）を乗じて算
出する 

（注２）混合比率：総合計に対する割合で、し尿＋浄化槽汚泥＋ﾃﾞｨｽﾎﾟｰｻﾞ汚泥が 100% 
 

 
図２－３ し尿等の搬入実績  
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第３章 施設保全計画 

 

 し尿処理施設は構成する設備・機器点数が多く、維持管理データの収集にも高度な技術

を必要とするものが多い。 

 このようなことから、効果的に施設を保全管理していくためには、構成する設備・機器

の重要性を検討し、重要な設備・機器を選定した上で、その設備・機器を中心に保全計画

を立案する。基本的な流れを図３－１に示す。 

図３－１ 施設保全計画の立案・運用に向けた基本的な流れ  
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１ 維持補修履歴の整理 

 対象施設の性能水準の時間的変化を把握・評価するために、竣工以来どのような補修・

整備・事故等を経てきたかを把握し、本計画の重要な基礎資料とする。 
 津久井クリーンセンターの竣工から、平成 31年度（令和元年度）までの維持補修履歴

を「添付資料（１）津久井クリーンセンター 維持補修履歴」にまとめた。 
 

２ 主要設備・機器リストの作成 

 施設を構成する全ての設備・機器をリスト化し、重要度を決定して、重要度に応じて主

要な設備・機器を選定する。重要度の選定基準を表３－１に示す。 

重要度がＡまたはＢに該当するものを主要設備・機器として、施設保全計画を立案する。 

なお、重要度がＣに該当する設備・機器も保全が必要であり、事後保全（BM）を基本と

して保全していくものとする。 

 
表３－１ 重要度の選定基準 

 
高 

Ａ 故障した場合に施設の運転停止に結びつく設備・機器 

重 
要 
度 

Ｂ 
故障した場合でも、予備機で対応することができるなど、ある程度の

冗長性を有するもの。 
施設の運転に重要で、修繕に日数を要し、かつ、高価な設備・機器 

低 
 

Ｃ Ａ及びＢに分類されるもの以外の設備・機器 
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３ 各設備・機器の保全方式の選定 

 各主要設備・機器に対し、重要度を踏まえて適切な保全方式を選定し、機器別管理基準

に反映する。 

 設備・機器の重要度の高いものほど予防保全を選定する。保全方式の選定の留意点を表

３－２に示す。 

 
表３－２ 保全方式の選定の留意点 

保全方式 保全方式の選定の留意点 設備・機器例 

予 
防 
保 
全 
(PM) 

時間基準
保全 
(TBM) 

・具体的な劣化の兆候を把握しにくい、ある
いはパッケージ化されて損耗部のみのメン
テナンスが行いにくいもの 
・構成部品に特殊部品があり、その調達期限
があるもの 

きょう雑物除去装置、し
渣脱水機、汚泥脱水機、
汚泥供給ポンプ、脱水分
離液移送ポンプ、中央情
報処理装置 等 

状態基準
保全 
(CBM) 

・摩耗、破損、性能劣化が、日常稼働中ある
いは定期点検において、定量的に測定ある
いは比較的容易に判断できるもの 

薬剤貯槽（ポリ鉄貯槽、
ポリマー貯槽）、電気盤、
ＲＣ水槽 等 

事後保全 
(BM) 

・故障してもシステムを停止せず容易に保全
可能なもの（予備系列に切り替えて保全で
きるものを含む） 
・保全部材の調達が容易なもの 

受入棟床排水ポンプ、 
処理棟床排水ポンプ 
等 

予防保全（PM）：Prevention Maintenance 

時間基準保全（TBM）：Time-Based Maintenance 

状態基準保全（CBM）：Condition-Based Maintenance 

事後保全（BM）：Breakdown Maintenance 

 

４ 機能診断手法の検討 

 し尿処理施設は、多様な設備・機器の集合体であり、限られた予算で施設全体の状況を

正確に把握し、劣化予測・故障対策を適切に行うためには、機能診断調査を計画的に実施

する必要がある。 

 し尿処理施設においては、機能診断のために処理を中断することが困難なため、定期整

備に合わせての機能診断調査を基本とする。 

 機械設備、電気計装設備の機能診断手法を表３－３、ＲＣ水槽の機能診断手法を表３－

４に示す。 
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表３－３ 機械設備、電気計装設備の機能診断手法 

適用可能な 
設備・機器 

診断技術及び 
診断手法 

測定項目 診断項目 実施頻度 

回転機器 寸法測定 長さ、歪、隙間 
（コンベックス、ノ
ギス、ダイヤルゲー
ジ等） 

減肉、摩耗、変形、偏
心 

定期 

振動法 振動速度、加速度、
振幅、周波数等 

回転バランス不良、回
転軸不良、軸受不良 

定期/異常時 

音響法 聴音器・棒の音 軸受不良、流体の流
れ、ギア嚙合い異常 

定期/異常時 

温度測定 温度 軸受不良 定期/異常時 

汚泥配管、 
汚水配管 
生物脱臭塔、 
活性炭脱臭塔 

圧力損失法 圧力計の圧力差 設備機器の閉塞異常、
配管内閉塞 

定期/異常時 

受変電盤、 
動力制御盤 

絶縁抵抗測定 抵抗値 主回路全体の絶縁特
性 

定期/異常時 

電動機 電流測定 電流値 電流値の異常 定期/異常時 

 
表３－４ ＲＣ水槽の機能診断手法 

適用可能な 
調査方法 

診断技術及び 
診断手法 

測定項目 診断項目 実施頻度 

予備調査 目視、指触、 
ハンマリング
（検打） 

防食被覆層異常 防食被覆層の剥離、膨れ、
軟化、コンクリート腐食
生成物の析出有無 

定期/異常時 

コンクリート 
表面異常 

腐食生成物、表面荒れ（骨
材露出）、鉄筋の錆汁、
ひび割れ、漏水等の有無 

定期/異常時 

詳細調査 フェノール 
フタレイン検査 

コンクリート 
中性化深さ 

コンクリート劣化度 異常時 

注）詳細調査は、予備調査で異常が認められた場合に実施する。 

 

５ 機器別管理基準の作成 

 主要設備・機器の補修・整備履歴、故障データ、劣化パターン等から各設備・機器の診

断項目、保全方式、管理基準（評価方法、管理値、診断頻度等）を作成した。 

 なお、手引きに従い、軽微な日常点検項目は除外した。 

 
６ 健全度の評価、劣化の予測、整備スケジュールの検討 

(1) 健全度の評価 

 健全度とは、各設備・機器の劣化状況を数値化した指標であり、健全度が高いほど

状態が良く、健全度が低ければ状態が悪化し、劣化が進んでいることを示す。健全度

は段階評価により行い、段階評価を行うための判断基準を表３－５に示す。 
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表３－５ 健全度の判断基準 
健全度 状   態 措  置 

１ 劣化が進み、機能回復が困難である 全交換 

２ 劣化が進んでいるが、機能回復が可能である 部分補修・部分交換 

３ 軽微な劣化があるが、機能に支障なし 経過観察 

４ 支障なし 対処不要 

 
(2) 劣化の予測 

 し尿処理施設に設置されている設備・機器の劣化や故障の程度は、仕様材質、保全

方法、運転状況等により施設ごとに大きく異なることから、過去の補修・整備履歴や

故障の頻度などの実績データの蓄積により設備・機器ごとに劣化予測する。 

 定量的な診断が可能な設備・機器については、管理数値またはメーカー推奨値を基

に設定した値を管理目標値として定め、定期的な診断による測定データ等の実績から

予測式を当てはめ、劣化予測線が管理目標値に達した時点をその設備・機器の耐用と

設定する。 

 その他の設備・機器については、過去の実績に加え、定期診断時に機器メーカーに

よる点検整備時等の目視確認により耐用を予測する。 

 なお、予測耐用年数が機器ごとに設定した目標耐用年数を下回る場合は、保全計画

の見直しを検討する。 

 

(3) 整備スケジュールの検討 

 設備・機器の健全度を評価し、その健全度や過去の履歴（主要設備・機器の補修・

整備履歴、故障データ、劣化パターン等）も考慮した劣化の予測の結果をもとに今後

の整備スケジュールを作成する。 
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７ 施設保全計画のまとめ 

ここまでの「２ 主要設備・機器リストの作成」～「６ 健全度の評価、劣化の予測、

整備スケジュールの検討」にて施設保全計画を立案してきたが、実際の運用で活用しやす

いように「添付資料（２）津久井クリーンセンター 機器別管理総括表」にまとめた。 

各種履歴（日常点検結果、定期整備工事、事故・故障など）の蓄積、各設備・機器の健

全度の評価、今後の劣化予測や整備スケジュールの検討に活用していく。 

施設を長寿命化するため、日常的・定期的に適切に維持管理しながら、施設の設備・機

器に求められる性能水準が管理水準以下に低下する前に機能診断を実施し、機能診断結果

に基づく機能保全対策、延命化対策の実施を通じて既存施設の有効活用や長寿命化を図り、

併せてライフサイクルコストを低減するための技術体系及び管理手法であるストックマネ

ジメントの考え方に基づいて、ＰＤＣＡサイクルの一連の流れを図３－２に整理し、継続

的に取り組んでいく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３－２ 廃棄物処理施設のストックマネジメントにおけるＰＤＣＡサイクル 

ＰＬＡＮ 

①長寿命化総合計画 

 〇施設保全計画（機器別管理総括表） 
 〇延命化計画 

ＤＯ 

②日常運転・維持管理 

 〇適正運転 
 〇日常・定期維持管理 
 〇設備・装置の保全管理 
 〇通常の定期整備 
 〇延命化対策工事 

ＣＨＥＣＫ 

③機能診断調査 

 〇機能診断（オーバーホール時及び 
異常時等） 

 〇延命化計画 

ＡＣＴＩＯＮ 

④対策と改善 

 〇施設能力・機能評価 
 〇装置耐用評価・寿命予測 
 〇延命化対策案とＬＣＣ検討 

維持管理データの 
収集・整備 

〇補修・改造履歴 
〇故障・トラブル履歴 
〇診断結果 



添付資料（１）津久井クリーンセンター　維持補修履歴

平成28年度
（1年目）

平成29年度
（2年目）

平成30年度
（3年目）

平成31年度
（4年目）

計量機本体

カードリーダー盤

データ処理装置

搬入連絡表示盤
搬入連絡操作盤

真空タンク

排水配管修繕
No.2沈砂吸引ﾊﾞ
ﾙﾌﾞ修繕

No.1沈砂吸引ﾊﾞ
ﾙﾌﾞ修繕

No.2沈砂吸引ﾊﾞ
ﾙﾌﾞ修繕
真空タンク排出
弁修繕

真空ポンプ
点検整備
部品交換

No.1沈砂ブロワ
点検整備
部品交換

点検整備
部品交換

No.2沈砂ブロワ
点検整備
部品交換

定期自主検査 定期自主検査 定期自主検査 定期自主検査
点検整備
部品交換

点検整備
部品交換

点検整備
部品交換

点検整備
部品交換
No.1ﾓｰﾀ修繕

1、2系受入室信号灯　SP-111-2-1、2
No.1、2受入口

沈砂除去装置

沈砂ブロワ

沈砂用チェーンブロック

No.1～4破砕機

設
備

機器
維持補修履歴

受
入
設
備

受付管理システム

第2計量機塗装
修繕
計量ｼｽﾃﾑﾃﾞｰﾀ
ﾍﾞｰｽ修繕

点検整備
法定点検

点検整備 点検整備
法定点検

1、2系受入室信号灯　SP-111-1-1、2

添付1-1



添付資料（１）津久井クリーンセンター　維持補修履歴

平成28年度
（1年目）

平成29年度
（2年目）

平成30年度
（3年目）

平成31年度
（4年目）

設
備

機器
維持補修履歴

No.1きょう雑物除去装置
点検整備
部品交換

点検整備
部品交換

No.2きょう雑物除去装置
点検整備
部品交換

No.1し渣脱水機本体

点検整備
部品交換
ｽﾃﾗｲﾄ肉盛

点検整備
部品交換
ｽﾃﾗｲﾄ肉盛

No.2し渣脱水機本体

点検整備
部品交換
ｽﾃﾗｲﾄ肉盛

No.1油圧ユニット 点検整備 点検整備

No.2油圧ユニット 点検整備

No.1貯留槽撹拌ブロワ
点検整備
部品交換

点検整備
部品交換

No.2貯留槽撹拌ブロワ
点検整備
部品交換

散気装置
点検整備
部品交換

点検整備
部品交換

点検整備
部品交換

No.1汚泥供給ポンプ
点検整備
部品交換

No.2汚泥供給ポンプ
点検整備
部品交換

No.3汚泥供給ポンプ
点検整備
部品交換

点検整備
部品交換

貯
留
設
備

きょう雑物除去装置

し渣脱水機

撹拌設備

汚泥供給ポンプ
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添付資料（１）津久井クリーンセンター　維持補修履歴

平成28年度
（1年目）

平成29年度
（2年目）

平成30年度
（3年目）

平成31年度
（4年目）

設
備

機器
維持補修履歴

点検整備
部品交換

点検整備
部品交換

溶解装置
点検整備
部品交換

点検整備
部品交換

撹拌機
点検整備
部品交換

点検整備
部品交換

貯槽 点検 点検

No.1ポリマー注入ポンプ
点検整備
部品交換

点検整備
部品交換

No.2ポリマー注入ポンプ
点検整備
部品交換

No.1汚泥脱水機

法定点検
部品交換

法定点検
部品交換

法定点検
回転体及び減速
機分解点検
電動機点検
部品交換

法定点検
部品交換

No.1、2集音装
置修繕

No.2汚泥脱水機

法定点検
部品交換

法定点検
部品交換

法定点検
部品交換

法定点検
回転体及び減速
機分解点検
電動機点検
部品交換

No.1コンベア
No.2コンベア 点検整備 点検整備 点検整備 点検整備

脱水分離液槽
No.1、2脱水分離液槽
撹拌装置

点検整備
部品交換

汚泥脱水機

No.1、2脱水機点検用チェーンブロック

脱水汚泥移送装置

ポリ鉄貯槽

No.1、2ポリ鉄注入ポンプ

No.1、2ポリマー溶解装置

ポリマー注入ポンプ

資
源
化
設
備
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添付資料（１）津久井クリーンセンター　維持補修履歴

平成28年度
（1年目）

平成29年度
（2年目）

平成30年度
（3年目）

平成31年度
（4年目）

設
備

機器
維持補修履歴

No.1点検整備 No.2点検整備、
部品交換
No.1、2ﾓｰﾀ修繕

No.1点検整備、
部品交換
No.1ﾓｰﾀ修繕

軸受修繕
ｴｱﾉｯｶｰ修繕

点検整備
部品交換

点検整備
部品交換

消泡剤タンク
消泡剤撹拌機制
御回路修繕

消泡剤ポンプ

タンク本体
受入棟廃液中和撹拌機

点検整備
部品交換

点検整備
活性炭交換

点検整備
活性炭交換

定期自主検査 定期自主検査 定期自主検査 定期自主検査
点検整備
部品交換

処理棟廃液中和
ﾄﾞﾚﾝ配管修繕

タンク本体
処理棟廃液中和撹拌機

放
流
設
備

No.1、2希釈水供給ポンプ

放流監視タンク

消泡剤設備
消泡剤設備修繕
消泡剤ﾎﾟﾝﾌﾟ起
動回路修繕

受入棟生物脱臭塔

受入棟廃液中和タンク

受入棟苛性ソーダタンク
受入棟苛性ソーダ注入ポンプ

脱
臭
設
備

処理棟苛性ソーダ貯槽
処理棟苛性ソーダ注入ポンプ

受入棟高濃度脱臭ファン

受入棟活性炭吸着塔

受入棟脱臭用チェーンブロック

受入棟脱臭誘引ファン

処理棟生物脱臭塔

処理棟廃液中和タンク

No.1、2脱水分離液移送ポンプ

脱水汚泥ホッパ

資
源
化
設
備
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添付資料（１）津久井クリーンセンター　維持補修履歴

平成28年度
（1年目）

平成29年度
（2年目）

平成30年度
（3年目）

平成31年度
（4年目）

設
備

機器
維持補修履歴

点検整備
部品交換

点検整備
部品交換

点検整備
活性炭交換

点検整備
活性炭交換

点検整備
活性炭交換

定期自主検査 定期自主検査 定期自主検査 定期自主検査
点検整備
部品交換

点検整備
部品交換

No.1取水ﾎﾟﾝﾌﾟ
修繕

ポンプ更新（2
台）

No.1、2ﾎﾟﾝﾌﾟ整
備、ﾓｰﾀ更新
制御盤修繕
（台風19号の被
災のため）

点検整備
部品交換

ﾎﾞｰﾙﾀｯﾌﾟ修繕

雑用空気圧縮機 定期自主検査 定期自主検査 定期自主検査 定期自主検査

エアドライヤ

定期自主検査 定期自主検査 定期自主検査 定期自主検査
定期自主検査 定期自主検査 定期自主検査 定期自主検査

雑
設
備

雑用空気圧縮機

No.1、2受入棟床排水ポンプ
No.1、2処理棟床排水ポンプ
受入棟マシンハッチ用チェーンブロック
脱水機用チェーンブロック

No.1、2バキューム車排気ガス脱臭設備

取
排
水
設
備

河川伏流水揚水ポンプ

No.1、2プラント用水ポンプ

プラント上水受水槽
No.1、2プラント上水ポンプ

脱
臭
設
備

処理棟高濃度脱臭ファン

処理棟活性炭吸着塔

処理棟脱臭用チェーンブロック

処理棟脱臭誘引ファン
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添付資料（１）津久井クリーンセンター　維持補修履歴

平成28年度
（1年目）

平成29年度
（2年目）

平成30年度
（3年目）

平成31年度
（4年目）

設
備

機器
維持補修履歴

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）

動力制御盤　MC-01
計装設備盤　KP-01

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）

動力制御盤　MC-11
計装設備盤　KP-11

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）

動力制御盤　MC-21
計装設備盤　KP-21

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）

動力制御盤　MC-101
計装設備盤　KP-101

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）

動力制御盤　MC-121
計装設備盤　KP-121

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）

LP-11
汚泥脱水ホッパ操作盤

LP-12
薬品ヤード操作盤

LP-13
No.2脱水分離液撹拌機操作盤

LP-14
脱水機現場操作盤

LP-15
脱臭室現場操作盤

動力制御盤
計装設備盤

電
気
・
計
装
設
備

現場操作盤

高圧受変電盤

パルスピック装置
アクティブフィルタ盤
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添付資料（１）津久井クリーンセンター　維持補修履歴

平成28年度
（1年目）

平成29年度
（2年目）

平成30年度
（3年目）

平成31年度
（4年目）

設
備

機器
維持補修履歴

LP-21
No.1、2発電機給排気ﾌｧﾝ操作盤

LP-121
受入棟脱臭室操作盤

LP-122
受入棟ブロワ室操作盤

作業用電源盤　MB-01
作業用電源盤　MB-11
作業用電源盤　MB-12
作業用電源盤　MB-21
作業用電源盤　MB-101
作業用電源盤　MB-111
作業用電源盤　MB-121
電磁弁盤　SVP-01
電磁弁盤　SVP-11
電磁弁盤　SVP-101
電磁弁盤　SVP-111
電磁弁盤　SVP-112

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）
排気ﾀﾞｸﾄ修繕

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）

現場操作盤

電
気
・
計
装
設
備

非常用発電設備

作業用電源箱

電磁弁盤

無停電電源装置分岐盤

直流電源装置
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添付資料（１）津久井クリーンセンター　維持補修履歴

平成28年度
（1年目）

平成29年度
（2年目）

平成30年度
（3年目）

平成31年度
（4年目）

設
備

機器
維持補修履歴

本体 点検整備

無停電電源装置（PC用）

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）

年次点検（電気
主任技術者）
無停電装置ﾊﾞｯﾃ
ﾘ修繕

年次点検（電気
主任技術者）

受入槽1、2水位計 点検整備 点検整備 点検整備

貯留槽1、2水位計 点検整備 点検整備 点検整備

脱水分離液槽液位計 点検整備 点検整備 点検整備

プラント用水受水槽液位計 点検整備 点検整備 点検整備

真空タンクレベル計
ポリ鉄貯槽液位計
汚泥ホッパレベル計
処理棟苛性ソーダタンク液位計
受入棟床排水ピット液位計
処理棟床排水ピット液位計
プラント上水受水槽液位計 点検整備

受入棟計装空気圧力計 点検整備 点検整備 点検整備

処理棟計装空気圧力計 点検整備 点検整備 点検整備

雑用空気圧力計 点検整備 点検整備 点検整備

破砕機流量計1、2 点検整備 点検整備 点検整備

汚泥供給流量計1、2 点検整備 点検整備 点検整備

脱水分離液流量計 点検整備 点検整備 点検整備

ポリマー注入流量計1、2 点検整備 点検整備 点検整備

ポリ鉄注入流量計1、2 点検整備 点検整備 点検整備

希釈水流量計 点検整備 点検整備 点検整備

放流水流量計 点検整備 点検整備 点検整備

下水道放流水流量計
点検整備 点検整備 流量計更新（瑕

疵補修）
点検整備

生活用水流量計 点検整備 点検整備 点検整備

電
気
・
計
装
設
備

流量計

中央情報処理装置

液位計

圧力計
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添付資料（１）津久井クリーンセンター　維持補修履歴

平成28年度
（1年目）

平成29年度
（2年目）

平成30年度
（3年目）

平成31年度
（4年目）

設
備

機器
維持補修履歴

プラント上水流量計 点検整備 点検整備 点検整備

プラント用水流量計 点検整備 点検整備 点検整備

河川水流量計 点検整備 点検整備 点検整備

受入棟廃液中和pH計
処理棟廃液中和pH計 点検整備

受入棟緊急警報盤
　　酸素濃度計
　　硫化水素濃度計
処理棟緊急警報盤
　　酸素濃度計
　　硫化水素濃度計

計装空気圧縮機 定期自主検査 定期自主検査 定期自主検査 定期自主検査

エアドライヤ

計装空気圧縮機

定期自主検査 定期自主検査
処理棟計装ｺﾝﾌﾟ
ﾚｯｻ修繕

定期自主検査 定期自主検査

エアドライヤ
ネットワークカメラシステム
ITV電源盤

ＰＡ（混合し尿）
　受入槽～破砕機～夾雑物除去装置

ＰＣ（除渣液）
　夾雑物除去装置/し渣脱水機～貯留槽
　貯留槽～汚泥脱水機

前処理室ﾊﾞﾙﾌﾞ
修繕
汚泥供給配管ﾊﾞ
ﾙﾌﾞ修繕

脱水機室汚泥配
管ﾊﾞﾙﾌﾞ修繕

ＰＫ（脱水分離液）
　汚泥脱水機～脱水分離液槽

薬品受入警報盤
1、2系満水警報盤

受入棟
計装空気圧縮機

処理棟
計装空気圧縮機

テレビ監視装置（ITV）

電
気
・
計
装
設
備

プ
ラ
ン
ト
配
管
設
備

汚泥系統
汚水系統
排水系統

pH計

点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H3Sｾﾝｻ)

点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H4Sｾﾝｻ)

点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H5Sｾﾝｻ)

点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H3Sｾﾝｻ)

点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H4Sｾﾝｻ)

点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H5Sｾﾝｻ)

硫化水素ガス検知器

点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

流量計
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添付資料（１）津久井クリーンセンター　維持補修履歴

平成28年度
（1年目）

平成29年度
（2年目）

平成30年度
（3年目）

平成31年度
（4年目）

設
備

機器
維持補修履歴

ＰＬ（排水）
　脱水分離液槽～放流監視タンク
　放流監視タンク～放流水槽

脱水分離液移送
配管修繕

ＰＮ（床排水）
　床排水ポンプ～受入槽/貯留槽

ＰＰ（洗浄排水）
　真空タンク～受入槽

ＰＴ（沈砂混合液）
　沈砂槽/受入槽～真空タンク

ＰＺ（放流水）
　放流水槽～公設枡

放流配管修繕

ＡＡ（乾燥空気）
　ｴｱﾄﾞﾗｲﾔ～用途先

処理棟計装配管
修繕

ＡＢ（ブロワ空気）

ＡＣ（雑用空気）
　ｴｱﾄﾞﾗｲﾔ～用途先

ＡＺ（空気）
　ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ～ｴｱﾄﾞﾗｲﾔ

ＤＡ（高濃度臭気） 臭気配管修繕

ＤＣ（低濃度臭気）

ＥＺ（排ガス）
　バキューム車排ガス

ＣＢ（ポリマー溶液）
ＣＤ（ポリ硫酸第二鉄）
ＣＦ（苛性ソーダ）

ＷＢ（上水）
建築受水槽給水
管修繕

ﾌﾟﾗﾝﾄ上水受水
槽給水管修繕

受入棟上水道配
管修繕

ＷＣ（河川水）
ﾌﾟﾗﾝﾄ受水槽給
水管修繕

ＷＥ（プラント用水）
ＷＧ（冷却水）

薬品系統

用水系統

プ
ラ
ン
ト
配
管
設
備

汚泥系統
汚水系統
排水系統

空気系統

添付1-10



添付資料（１）津久井クリーンセンター　維持補修履歴

平成28年度
（1年目）

平成29年度
（2年目）

平成30年度
（3年目）

平成31年度
（4年目）

設
備

機器
維持補修履歴

建具 受入棟自動扉 点検整備 点検整備 点検整備 点検整備

No.1、2沈砂槽 RC水槽 点検整備 点検整備 点検整備 点検整備

No.1、2受入槽 RC水槽 点検整備 点検整備 点検整備 点検整備

No.1、2貯留槽 RC水槽 点検整備 点検整備 点検整備 点検整備

脱水分離液槽 RC水槽 点検整備 点検整備 点検整備 点検整備

放流水槽 RC水槽
河川水沈砂槽 RC水槽
プラント用水受水槽 RC水槽

建築動力盤　M-11 点検 点検 点検

建築動力盤　M-21 点検 点検 点検

建築動力盤　M-121 点検 点検 点検

電灯分電盤　L-11 点検 点検 点検

電灯分電盤　L-21 点検 点検 点検

電灯分電盤　L-121 点検 点検 点検

パネル
パワコン

No.1、2洗浄用高圧洗浄装置
洗車場ﾎﾟﾝﾌﾟ修
繕

高圧洗浄装置電源盤

点検整備

高圧洗浄装置

土
木
・
建
築

建築動力盤

電灯分電盤

太陽光発電設備
点検整備
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添付資料（２）津久井クリーンセンター　機器別管理総括表

凡例（◆：法定点検　、　◇：点検整備　、　■：法定点検及び製作工場での分解整備　、　★：機器更新　、　▲：修繕　、　▽：水槽防食層点検　、　▼：水槽防食層補修）　　.

維持管理データ

TBM CBM

劣化 著しい劣化が無いこと メーカー基準値 1回/年

荷重試験 検定交差が計量法基準以内であること 計量法に定める使用公差 1回/2年

動作状況 動作不良の無いこと システム動作状況

老朽化 故障頻度が高くないこと 劣化状況

ケーシング、加圧羽根車 ◎ 摩耗、損傷 ケーシングの肉厚、加圧羽根車の寸法 メーカー基準値

カッター部品、TSシール廻り部品 ◎ 摩耗、損傷 格子、破砕羽根車のクリアランス メーカー基準値：0.05mm

スリーブ（TSシール） ◎ 摩耗、損傷 著しい筋状の摩耗、損傷が無いこと 内部封入グリスへの処理液の混入状況

振動、軸心のブレ 異常音、振動が無いこと メーカー基準値：振幅　50μmP-P以下

軸受温度 発熱が無いこと メーカー基準値：周囲温度＋40℃以下（最高70℃）

摩耗、腐食 著しい摩耗、腐食が無いこと メーカー基準値

作動確認
性能が低下していないこと
作動時の電流値が定格値以下であること

定格電流値：1.06A

振動 異常音、振動が無いこと メーカー基準値：振幅　80μmP-P以下

摩耗、腐食 著しい摩耗、腐食が無いこと メーカー基準値

作動確認
性能が低下していないこと
作動時の電流値が定格値以下であること

定格電流値：3.49A

振動 異常音、振動が無いこと メーカー基準値：振幅　80μmP-P以下

腐食 著しい発錆、腐食が無いこと メーカー基準値

作動確認
性能が低下していないこと
作動時の電流値が定格値以下であること

定格電流値：1.02A

振動 異常音、振動が無いこと メーカー基準値：振幅　80μmP-P以下

摩耗、腐食 著しい摩耗、腐食が無いこと メーカー基準値

振動 異常音、振動が無いこと メーカー基準値：振幅　70μmP-P以下

軸受温度 発熱が無いこと メーカー基準値：周囲温度＋55℃以下

作動確認 性能が低下していないこと メーカー基準値：最大性能の低下が10%以内

摩耗、腐食 著しい摩耗、腐食が無いこと メーカー基準値

振動 異常音、振動、発熱が無いこと メーカー基準値

作動確認 性能が低下していないこと メーカー基準値

Ｂ ◎ 劣化 薬品漏れ、変形、亀裂の無いこと 劣化状況 1回/3年 20年以上

劣化、腐食 著しい劣化、腐食が無いこと メーカー基準値

振動 異常音、振動が無いこと メーカー基準値

診断項目
評価方法

（機能診断方法）
管理値 診断頻度

平成28年度
（2016年度）
（1年目）

平成29年度
（2017年度）
(2年目）

平成30年度
（2018年度）
（3年目）

設備 機器 対象箇所

保全方式 管理基準
目標
耐用
年数

15～20年

▲第2計量機塗
装修繕
▲修繕(計量ｼｽ
ﾃﾑﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽ)

◇点検整備
◆法定点検

◇点検整備

重
要
度

Ｂ

◇点検整備
◆法定点検

ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ
盤:9年
ﾃﾞｰﾀ処理装
置:11年

受
入
設
備

受付管理システム

計量機本体 ◎

平成31年度
（2019年度）
（4年目）

BM
PM

No.1～4破砕機 1回/6ヶ月

加圧羽根
車:8年
ｹｰｼﾝｸﾞ:8年
主軸:5年
ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ：8
年

◇No.1～4
点検整備
部品交換(切
刃、格子、ｼｭﾗ
ｳﾄﾞﾘﾝｸﾞ、破砕
羽根車他)

◇No.1～4
点検整備
部品交換(切
刃、格子、ｼｭﾗ
ｳﾄﾞﾘﾝｸﾞ、破砕
羽根車、ｽﾘｰﾌﾞ
他)

◇No.1～4
点検整備
部品交換(切
刃、格子、ｼｭﾗ
ｳﾄﾞﾘﾝｸﾞ、破砕
羽根車他)

主軸、ベアリング ◎

データ処理装置、カードリーダー盤 ◎ 1回/年

◇No.1～4
点検整備
部品交換(切
刃、格子、ｼｭﾗ
ｳﾄﾞﾘﾝｸﾞ、破砕
羽根車、ｽﾘｰﾌﾞ
他)
▲修繕（No.1
ﾓｰﾀ）

No.1、2し渣脱水機

し渣脱水機本体 ◎ 1回/2年

ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ、
受けﾛｰﾗ:5
～10年
電動機:20
年

◇No.1
点検整備
部品交換(軸受
他)

◇No.2
点検整備
部品交換(軸受
他)

◇No.1
点検整備
部品交換(軸
受、ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ、
出口側受けﾛｰﾗ
他)

No.1、2きょう雑物除去装置 ◎

油圧ユニット ◎ 1回/2年 20年以上

電動機:20
年

◇No.1
点検整備
部品交換(軸受
他)
ｽﾃﾗｲﾄ肉盛

◇No.2
点検整備
部品交換(軸受
他)
ｽﾃﾗｲﾄ肉盛

◇No.1
点検整備
部品交換(軸受
他)
ｽﾃﾗｲﾄ肉盛

1回/2年

ﾀｲﾐﾝｸﾞｷﾞ
ﾔ、ﾛｰﾀ:10
年
ﾌﾞﾛﾜ本体、
電動機:16
年

◇No.1
点検整備

◇No.2
点検整備

◇No.1
点検整備

No.1～3汚泥供給ポンプ ◎ 1回/3年

ｼｬﾌﾄ、ｶｯﾌﾟ
ﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ、
ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼﾞｮ
ｲﾝﾄ:10年
ﾛｰﾀ:13年

◇No.1
点検整備
部品交換(OH部
品ｾｯﾄ、軸受
他)

◇No.2
点検整備
部品交換(OH部
品ｾｯﾄ、軸受
他)

◇No.1
点検整備
部品交換(OH部
品ｾｯﾄ、軸受
他)撹拌設備 No.1、2貯留槽撹拌ブロワ

資
源
化
設
備

ポリ鉄貯槽

No.1、2ポリ鉄注入ポンプ ◎ 1回/2年 20年以上

◇No.1,3
点検整備
部品交換(ｽﾃｰﾀ
他)

◇No.2
点検整備
部品交換(ｽﾃｰﾀ
他)

◇No.3
点検整備
部品交換(ｽﾃｰﾀ
他)

貯
留
設
備

1回/2年

◎

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾀﾞｲﾔ
ﾌﾗﾑ他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾀﾞｲﾔ
ﾌﾗﾑ他)

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ
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添付資料（２）津久井クリーンセンター　機器別管理総括表

凡例（◆：法定点検　、　◇：点検整備　、　■：法定点検及び製作工場での分解整備　、　★：機器更新　、　▲：修繕　、　▽：水槽防食層点検　、　▼：水槽防食層補修）　　.

ケーシング、加圧羽根車

カッター部品、TSシール廻り部品

スリーブ（TSシール）

設備 機器 対象箇所

受
入
設
備

受付管理システム

計量機本体

No.1～4破砕機

主軸、ベアリング

データ処理装置、カードリーダー盤

No.1、2し渣脱水機

し渣脱水機本体

No.1、2きょう雑物除去装置

油圧ユニット

No.1～3汚泥供給ポンプ

撹拌設備 No.1、2貯留槽撹拌ブロワ

資
源
化
設
備

ポリ鉄貯槽

No.1、2ポリ鉄注入ポンプ

貯
留
設
備

整備スケジュール

4
◇点検 ◇点検 ◇点検 ◇点検 ◇点検

令和13年度
（2031年度）
（16年目）

令和14年度
（2032年度）
（17年目）

令和15年度
（2033年度）
（18年目）

令和16年度
（2034年度）
（19年目）

令和17年度
（2035年度）
（20年目）

令和7年度
（2025年度）
（10年目）

令和8年度
（2026年度）
（11年目）

令和9年度
（2027年度）
（12年目）

令和10年度
（2028年度）
（13年目）

令和11年度
（2029年度）
（14年目）

令和12年度
（2030年度）
（15年目）

令和2年度
（2020年度）
（5年目）

令和3年度
（2021年度）
（6年目）

令和4年度
（2022年度）
（7年目）

令和5年度
（2023年度）
（8年目）

令和6年度
（2024年度）
（9年目）

健全度

◇点検整備
◆法定点検

◇点検整備
★ﾃﾞｰﾀ処理装
置更新、ｶｰﾄﾞ
ﾘｰﾀﾞｰ盤更新

◇点検整備
◆法定点検

◇点検整備 ◇点検整備
◆法定点検

◇点検整備
◆法定点検

◇点検整備
★ﾃﾞｰﾀ処理装
置更新

◇点検整備
◆法定点検

◇点検整備 ◇点検整備
◆法定点検
★ﾛｰﾄﾞｾﾙ更新

◇点検整備

4

◇点検整備
★ﾃﾞｰﾀ処理装
置更新(PC、
UPS、通信機
器）

◇点検整備
◆法定点検

◇点検整備 ◇点検整備
◆法定点検
★ｶｰﾄﾞﾘｰﾀﾞｰ盤
更新

◇点検整備

◇No.1～4
点検整備
部品交換(切
刃、格子、ｼｭﾗ
ｳﾄﾞﾘﾝｸﾞ、破砕
羽根車、主軸
他)

◇No.1～4
点検整備
部品交換(切
刃、格子、ｼｭﾗ
ｳﾄﾞﾘﾝｸﾞ、破砕
羽根車、ｽﾘｰ
ﾌﾞ、加圧羽根
車、ｹｰｼﾝｸﾞ2基
分、ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ2
基分他)

◇No.1～4
点検整備
部品交換(切
刃、格子、ｼｭﾗ
ｳﾄﾞﾘﾝｸﾞ、破砕
羽根車、ｹｰｼﾝ
ｸﾞ2基分、ﾍﾞｱﾘ
ﾝｸﾞ2基分他)

◇No.1～4
点検整備
部品交換(切
刃、格子、ｼｭﾗ
ｳﾄﾞﾘﾝｸﾞ、破砕
羽根車、ｽﾘｰﾌﾞ
他)

◇No.1～4
点検整備
部品交換(切
刃、格子、ｼｭﾗ
ｳﾄﾞﾘﾝｸﾞ、破砕
羽根車他)

◇No.1～4
点検整備
部品交換(切
刃、格子、ｼｭﾗ
ｳﾄﾞﾘﾝｸﾞ、破砕
羽根車、ｽﾘｰ
ﾌﾞ、加圧羽根
車、主軸他)

◇No.1～4
点検整備
部品交換(切
刃、格子、ｼｭﾗ
ｳﾄﾞﾘﾝｸﾞ、破砕
羽根車、ｹｰｼﾝ
ｸﾞ2基分、ﾍﾞｱﾘ
ﾝｸﾞ2基分他)

◇No.1～4
点検整備
部品交換(切
刃、格子、ｼｭﾗ
ｳﾄﾞﾘﾝｸﾞ、破砕
羽根車、ｽﾘｰ
ﾌﾞ、主軸、吸
込ｹｰｼﾝｸﾞ他)

◇No.1～4
点検整備
部品交換(切
刃、格子、ｼｭﾗ
ｳﾄﾞﾘﾝｸﾞ、破砕
羽根車他)

◇No.1～4
点検整備
部品交換(切
刃、格子、ｼｭﾗ
ｳﾄﾞﾘﾝｸﾞ、破砕
羽根車、ｽﾘｰ
ﾌﾞ、吐出ｹｰｼﾝ
ｸﾞ他)

◇No.1～4
点検整備
部品交換(切
刃、格子、ｼｭﾗ
ｳﾄﾞﾘﾝｸﾞ、破砕
羽根車他)

◇No.1～4
点検整備
部品交換(切
刃、格子、ｼｭﾗ
ｳﾄﾞﾘﾝｸﾞ、破砕
羽根車、ｽﾘｰﾌﾞ
他)

4

◇No.1～4
点検整備
部品交換(切
刃、格子、ｼｭﾗ
ｳﾄﾞﾘﾝｸﾞ、破砕
羽根車、主軸
他)

◇No.1～4
点検整備
部品交換(切
刃、格子、ｼｭﾗ
ｳﾄﾞﾘﾝｸﾞ、破砕
羽根車、ｽﾘｰﾌﾞ
他)

◇No.1～4
点検整備
部品交換(切
刃、格子、ｼｭﾗ
ｳﾄﾞﾘﾝｸﾞ、破砕
羽根車他)

◇No.1～4
点検整備
部品交換(切
刃、格子、ｼｭﾗ
ｳﾄﾞﾘﾝｸﾞ、破砕
羽根車、ｽﾘｰ
ﾌﾞ、加圧羽根
車、ｹｰｼﾝｸﾞ2基
分、ﾍﾞｱﾘﾝｸﾞ2
基分他)

◇No.2
点検整備
部品交換(軸
受、ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ、
出口側受けﾛｰﾗ
他)

◇No.1
点検整備
部品交換(軸受
入口側受けﾛｰﾗ
他)

◇No.2
点検整備
部品交換(軸
受、入口側受
けﾛｰﾗ他)

◇No.1
点検整備
部品交換(軸
受、ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ、
出口側受けﾛｰﾗ
他)
★電動機更新

◇No.2
点検整備
部品交換(軸
受、ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ
他)

◇No.1
点検整備
電動機ｵｰﾊﾞｰﾎｰ
ﾙ
部品交換(入口
側受けﾛｰﾗ、出
口側受けﾛｰﾗ
他）

◇No.2
点検整備
電動機ｵｰﾊﾞｰﾎｰ
ﾙ
部品交換(入口
側受けﾛｰﾗ、出
口側受けﾛｰﾗ
他)

◇No.1
点検整備
部品交換(軸受
他)

◇No.2
点検整備
部品交換(軸受
他)

◇No.1
点検整備
部品交換(軸
受、ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ、
出口側受けﾛｰﾗ
他)

◇No.2
点検整備
部品交換(軸
受、ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ、
出口側受けﾛｰﾗ
他)

◇No.1
点検整備
部品交換(軸
受、入口側受
けﾛｰﾗ他)

◇No.2
点検整備
部品交換(軸
受、入口側受
けﾛｰﾗ他)

◇No.1
点検整備
部品交換(軸
受、出口側受
けﾛｰﾗ他)

◇No.2
点検整備
部品交換(軸
受、出口側受
けﾛｰﾗ他)

◇No.1
点検整備
部品交換(軸
受、ｽﾌﾟﾛｹｯﾄ
他)4

◇No.2
点検整備
部品交換(軸受
他)
ｽﾃﾗｲﾄ肉盛

◇No.1
点検整備
部品交換(軸受
他)
ｽﾃﾗｲﾄ肉盛

◇No.2
点検整備
部品交換(軸受
他)
ｽﾃﾗｲﾄ肉盛

◇No.1
点検整備
部品交換(軸受
他)
ｽﾃﾗｲﾄ肉盛
★電動機更新

◇No.2
点検整備
部品交換(軸受
他)
ｽﾃﾗｲﾄ肉盛

◇No.1
点検整備
部品交換(軸受
他)
ｽﾃﾗｲﾄ肉盛
電動機ｵｰﾊﾞｰﾎｰ
ﾙ

◇No.2
点検整備
部品交換(軸受
他)
ｽﾃﾗｲﾄ肉盛
電動機ｵｰﾊﾞｰﾎｰ
ﾙ

◇No.1
点検整備
部品交換(軸受
他)
ｽﾃﾗｲﾄ肉盛

◇No.2
点検整備
部品交換(軸受
他)
ｽﾃﾗｲﾄ肉盛

◇No.1
点検整備
部品交換(軸受
他)
ｽﾃﾗｲﾄ肉盛

◇No.2
点検整備
部品交換(軸受
他)
ｽﾃﾗｲﾄ肉盛

◇No.1
点検整備
部品交換(軸受
他)
ｽﾃﾗｲﾄ肉盛

◇No.2
点検整備
部品交換(軸受
他)
ｽﾃﾗｲﾄ肉盛

◇No.1
点検整備
部品交換(軸受
他)
ｽﾃﾗｲﾄ肉盛

◇No.2
点検整備
部品交換(軸受
他)
ｽﾃﾗｲﾄ肉盛

◇No.1
点検整備
部品交換(軸受
他)
ｽﾃﾗｲﾄ肉盛

4

◇No.1
点検整備

◇No.2
点検整備

◇No.1
点検整備

◇No.1
点検整備

◇No.2
点検整備

◇No.1
点検整備

◇No.2
点検整備

◇No.1
点検整備

◇No.2
点検整備

◇No.1
点検整備

◇No.2
点検整備

◇No.1
点検整備

◇No.2
点検整備

◇No.1
点検整備

◇No.2
点検整備

4

◇No.2
点検整備

◇No.2
点検整備
部品交換(OH部
品ｾｯﾄ、軸受
他)

◇No.1
点検整備
部品交換(OH部
品ｾｯﾄ、軸受
他)

◇No.1
点検整備
部品交換(OH部
品ｾｯﾄ、軸受
他)

◇No.2
点検整備
部品交換(OH部
品ｾｯﾄ、軸受
他)

◇No.1
点検整備
部品交換(OH部
品ｾｯﾄ、軸受
他)

★No.2
ﾌﾞﾛﾜ本体、電
動機更新

★No.1
ﾌﾞﾛﾜ本体、電
動機更新

◇No.2
点検整備
部品交換(OH部
品ｾｯﾄ、軸受
他)

◇No.1
点検整備
部品交換(OH部
品ｾｯﾄ、軸受
他)

◇No.2
点検整備
部品交換(OH部
品ｾｯﾄ、軸受
他)

◇No.1
点検整備
部品交換(OH部
品ｾｯﾄ、軸受
他)

◇No.2
点検整備
部品交換(OH部
品ｾｯﾄ、軸受、
ﾀｲﾐﾝｸﾞｷﾞﾔ、ﾛｰ
ﾀ他)

◇No.1
点検整備
部品交換(OH部
品ｾｯﾄ、軸受、
ﾀｲﾐﾝｸﾞｷﾞﾔ、ﾛｰ
ﾀ他)

◇No.2
点検整備
部品交換(OH部
品ｾｯﾄ、軸受
他)4

◇No.2
点検整備
部品交換(OH部
品ｾｯﾄ、軸受
他)

◇No.3
点検整備
部品交換(ｽﾃｰ
ﾀ、ｼｬﾌﾄ、ｶｯﾌﾟ
ﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ、ﾕﾆ
ﾊﾞｰｻﾙｼﾞｮｲﾝﾄ
他)

◇No.1
点検整備
部品交換(ｽﾃｰﾀ
他)

◇No.3
点検整備
部品交換(ｽﾃｰ
ﾀ、ﾛｰﾀ他)

◇No.1
点検整備
部品交換(ｽﾃｰﾀ
他)

◇No.2
点検整備
部品交換(ｽﾃｰﾀ
他)

◇No.3
点検整備
部品交換(ｽﾃｰﾀ
他)

◇No.1
点検整備
部品交換(ｽﾃｰ
ﾀ、ｼｬﾌﾄ、ｶｯﾌﾟ
ﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ、ﾕﾆ
ﾊﾞｰｻﾙｼﾞｮｲﾝﾄ
他)

◇No.2
点検整備
部品交換(ｽﾃｰ
ﾀ、ｼｬﾌﾄ、ｶｯﾌﾟ
ﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ、ﾕﾆ
ﾊﾞｰｻﾙｼﾞｮｲﾝﾄ
他)

◇No.3
点検整備
部品交換(ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、ｽﾃｰﾀ他)

◇No.1
点検整備
部品交換(ｽﾃｰ
ﾀ、ｼｬﾌﾄ、ｶｯﾌﾟ
ﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ、ﾕﾆ
ﾊﾞｰｻﾙｼﾞｮｲﾝﾄ
他)

◇No.2
点検整備
部品交換(ｽﾃｰ
ﾀ、ｼｬﾌﾄ、ｶｯﾌﾟ
ﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ、ﾕﾆ
ﾊﾞｰｻﾙｼﾞｮｲﾝﾄ
他)

◇No.3
点検整備
部品交換(ｽﾃｰ
ﾀ、ｼｬﾌﾄ、ｶｯﾌﾟ
ﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ、ﾕﾆ
ﾊﾞｰｻﾙｼﾞｮｲﾝﾄ
他)

◇No.1
点検整備
部品交換(ｽﾃｰ
ﾀ、ﾛｰﾀ他)

◇No.2
点検整備
部品交換(ｽﾃｰ
ﾀ、ﾛｰﾀ他)

4

◇No.1
点検整備
部品交換(ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、ｽﾃｰﾀ他)

◇No.2
点検整備
部品交換(ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、ｽﾃｰﾀ他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾀﾞｲﾔ
ﾌﾗﾑ他)

◇No.1
点検整備
部品交換(OH部
品ｾｯﾄ、軸受
他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾀﾞｲﾔ
ﾌﾗﾑ他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾀﾞｲﾔ
ﾌﾗﾑ他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾀﾞｲﾔ
ﾌﾗﾑ他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾀﾞｲﾔ
ﾌﾗﾑ他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾀﾞｲﾔ
ﾌﾗﾑ他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾀﾞｲﾔ
ﾌﾗﾑ他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾀﾞｲﾔ
ﾌﾗﾑ他)

4
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添付資料（２）津久井クリーンセンター　機器別管理総括表

凡例（◆：法定点検　、　◇：点検整備　、　■：法定点検及び製作工場での分解整備　、　★：機器更新　、　▲：修繕　、　▽：水槽防食層点検　、　▼：水槽防食層補修）　　.

維持管理データ

TBM CBM
診断項目

評価方法
（機能診断方法）

管理値 診断頻度
平成28年度
（2016年度）
（1年目）

平成29年度
（2017年度）
(2年目）

平成30年度
（2018年度）
（3年目）

設備 機器 対象箇所

保全方式 管理基準
目標
耐用
年数

重
要
度

平成31年度
（2019年度）
（4年目）

BM
PM

振動 異常音、振動が無いこと メーカー基準値

作動確認 性能が低下していないこと メーカー基準値

摩耗、腐食 著しい摩耗、腐食が無いこと メーカー基準値

振動 異常音、振動、発熱が無いこと メーカー基準値

作動確認 作動時の電流値が定格値以下であること 定格電流値：10.8A

貯槽 ◎ 劣化 薬品漏れ、変形、亀裂の無いこと 劣化状況 1回/2年 20年以上
◇No.1、2
点検

◇No.1、2
点検

摩耗、腐食 著しい摩耗、腐食が無いこと メーカー基準値

振動 異常音、振動、発熱が無いこと メーカー基準値

作動確認 性能が低下していないこと メーカー基準値

摩耗、腐食、変形 著しい摩耗、腐食、変形が無いこと メーカー基準値：内胴スクリュー羽根　摩耗量が3㎜以下

動的釣合 残留不釣合い重量が基準値以下であること
メーカー基準値：外胴　小径側13.6g　、大径側8.1g
　　　　　　　　内胴　小径側11.7g　、大径側9.5g

振動 異常音、振動が無いこと メーカー基準値：振幅　152μmP-P以下

軸受温度 発熱が無いこと メーカー基準値：周囲温度＋40℃以下

作動確認 作動時の電流値が定格値以下であること 定格電流値：主電動機　98.0A　、差速電動機　33.5A

摩耗、腐食 著しい摩耗、腐食が無いこと メーカー基準値

振動 異常音、振動、発熱が無いこと メーカー基準値

摩耗、腐食 著しい摩耗、腐食が無いこと メーカー基準値：スプロケットの摩耗量が2mm以下

振動 異常音、振動、発熱が無いこと メーカー基準値

電流値 作動時の電流値が定格値以下であること 定格電流値：3.49A

摩耗、腐食 著しい摩耗、腐食が無いこと メーカー基準値

絶縁診断 所定の絶縁抵抗値以上であること 絶縁抵抗値：100MΩ

摩耗、腐食 著しい摩耗、腐食が無いこと メーカー基準値

振動 異常音、振動、発熱が無いこと メーカー基準値

作動確認 性能が低下していないこと メーカー基準値

異音、振動 異常音、振動、発熱が無いこと メーカー基準値

腐食、摩耗 著しい摩耗、腐食が無いこと 腐食、摩耗状況

資
源
化
設
備

No.1、2ポリマー溶解装置

溶解装置 ◎

1回/2年

撹拌機 20年以上

20年以上

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾚｰｷ
他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾚｰｷ
他)

No.1、2ポリマー注入ポンプ ◎ 1回/2年

ｼｬﾌﾄ、ｶｯﾌﾟ
ﾘﾝｸﾞﾛｯ
ﾄﾞ:11年
ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼﾞｮ
ｲﾝﾄ、ﾛｰﾀ:4
年

◇No.1
点検整備
部品交換(ｽﾃｰﾀ
他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(Vﾌﾟｰ
ﾘ、軸受他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(軸受
他)◎

No.1、2汚泥脱水機 ◎

1回/3年

ﾌｨｰﾄﾞﾊﾟｲ
ﾌﾟ:10年

◆No.1、2
法定点検

◆No.1、2
法定点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ他)

■No.1
法定点検
回転体及び減
速機分解点検
電動機点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ、軸受、ﾀｲﾙ
ﾁｯﾌﾟ他)
◆No.2
法定点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ他)

◇No.2
点検整備
部品交換(ｽﾃｰﾀ
他)

◇No.1
点検整備
部品交換(ﾛｰ
ﾀ、ｽﾃｰﾀ、ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ
ｼﾞｮｲﾝﾄｽﾘｰﾌﾞ
他)

1回/年

脱水汚泥移送装置

No.1コンベア ◎ 1回/3年

◆No.1
法定点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ他)
■No.2
法定点検
回転体及び減
速機分解点検
電動機点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ、軸受、ﾀｲﾙ
ﾁｯﾌﾟ、遊星歯
車、歯車軸他)
▲No.1、2集音
装置修繕

No.2コンベア ◎
ﾌﾗｲﾄ:8～9
年

20年以上

脱水分離液槽 No.1、2脱水分離液槽撹拌装置 ◎ 1回/2年 20年以上

◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備

1回/年

1回/2年
ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼﾞｮ
ｲﾝﾄ:6～10
年

◇点検整備
部品交換(ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、防食亜
鉛板他)

脱水汚泥ホッパ ◎ 1回/3年
搬出ｽｸﾘｭｰ
軸受け:14
年

◇No.1
点検整備
部品交換(ｽﾃｰﾀ
他)

◇No.2
点検整備
部品交換(ｽﾃｰﾀ
他)
▲No.1、2ﾓｰﾀ
修繕

◇No.1
点検整備
部品交換(ｽﾃｰﾀ
他)
▲No.1ﾓｰﾀ修繕No.1、2脱水分離液移送ポンプ ◎

▲軸受修繕
▲ｴｱﾉｯｶｰ修繕

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ
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添付資料（２）津久井クリーンセンター　機器別管理総括表

凡例（◆：法定点検　、　◇：点検整備　、　■：法定点検及び製作工場での分解整備　、　★：機器更新　、　▲：修繕　、　▽：水槽防食層点検　、　▼：水槽防食層補修）　　.

設備 機器 対象箇所

貯槽

資
源
化
設
備

No.1、2ポリマー溶解装置

溶解装置

撹拌機

No.1、2ポリマー注入ポンプ

No.1、2汚泥脱水機

脱水汚泥移送装置

No.1コンベア

No.2コンベア

脱水分離液槽 No.1、2脱水分離液槽撹拌装置

脱水汚泥ホッパ

No.1、2脱水分離液移送ポンプ

整備スケジュール

令和13年度
（2031年度）
（16年目）

令和14年度
（2032年度）
（17年目）

令和15年度
（2033年度）
（18年目）

令和16年度
（2034年度）
（19年目）

令和17年度
（2035年度）
（20年目）

令和7年度
（2025年度）
（10年目）

令和8年度
（2026年度）
（11年目）

令和9年度
（2027年度）
（12年目）

令和10年度
（2028年度）
（13年目）

令和11年度
（2029年度）
（14年目）

令和12年度
（2030年度）
（15年目）

令和2年度
（2020年度）
（5年目）

令和3年度
（2021年度）
（6年目）

令和4年度
（2022年度）
（7年目）

令和5年度
（2023年度）
（8年目）

令和6年度
（2024年度）
（9年目）

健全度

4
◇No.1、2
点検

◇No.1、2
点検

◇No.1、2
点検

◇No.1、2
点検

◇No.1、2
点検

◇No.1、2
点検

◇No.1、2
点検

◇No.1、2
点検

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾚｰｷ
他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾚｰｷ
他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾚｰｷ
他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾚｰｷ
他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾚｰｷ
他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾚｰｷ
他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾚｰｷ
他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾚｰｷ
他)

4

◇No.1、2
点検整備
部品交換(軸受
他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(軸受
他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(軸受
他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(軸受
他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(軸受
他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(軸受
他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(軸受
他)4

◇No.1、2
点検整備
部品交換(軸受
他)

◇No.1
点検整備
部品交換(ﾛｰ
ﾀ、ｽﾃｰﾀ、ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ
ｼﾞｮｲﾝﾄｽﾘｰﾌﾞ
他)

◇No.1
点検整備
部品交換(ｽﾃｰﾀ
他)

◇No.2
点検整備
部品交換(ｽﾃｰﾀ
他)

◇No.1
点検整備
部品交換(ﾛｰ
ﾀ、ｽﾃｰﾀ、ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ
ｼﾞｮｲﾝﾄｽﾘｰﾌﾞ
他)

◇No.2
点検整備
部品交換(ﾛｰ
ﾀ、ｽﾃｰﾀ、ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ
ｼﾞｮｲﾝﾄｽﾘｰﾌﾞ
他)

◇No.1
点検整備
部品交換(ｽﾃｰﾀ
他)

◇No.2
点検整備
部品交換(ｽﾃｰﾀ
他)

◇No.1
点検整備
部品交換(ﾛｰ
ﾀ、ｽﾃｰﾀ、ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ
ｼﾞｮｲﾝﾄｽﾘｰﾌﾞ
他)

◇No.2
点検整備
部品交換(ﾛｰ
ﾀ、ｽﾃｰﾀ、ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ
ｼﾞｮｲﾝﾄｽﾘｰﾌﾞ
他)

◇No.1
点検整備
部品交換(ｽﾃｰ
ﾀ、ｼｬﾌﾄ、ｶｯﾌﾟ
ﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ他)

◇No.2
点検整備
部品交換(ｽﾃｰ
ﾀ、ｼｬﾌﾄ、ｶｯﾌﾟ
ﾘﾝｸﾞﾛｯﾄﾞ他)

◇No.1
点検整備
部品交換(ﾛｰ
ﾀ、ｽﾃｰﾀ、ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ
ｼﾞｮｲﾝﾄｽﾘｰﾌﾞ
他)

◇No.2
点検整備
部品交換(ﾛｰ
ﾀ、ｽﾃｰﾀ、ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ
ｼﾞｮｲﾝﾄｽﾘｰﾌﾞ
他)

4

◇No.2
点検整備
部品交換(ﾛｰ
ﾀ、ｽﾃｰﾀ、ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙ
ｼﾞｮｲﾝﾄｽﾘｰﾌﾞ
他)

◇No.1
点検整備
部品交換(ｽﾃｰﾀ
他)

◇No.2
点検整備
部品交換(ｽﾃｰﾀ
他)

■No.1
法定点検
回転体及び減
速機分解点検
電動機点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ、軸受、ﾀｲﾙ
ﾁｯﾌﾟ他)
◆No.2
法定点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ他)

◆No.1
法定点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ他)
■No.2
法定点検
回転体及び減
速機分解点検
電動機点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ、軸受、ﾀｲﾙ
ﾁｯﾌﾟ他)

◆No.1、2
法定点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ他)

■No.1
法定点検
回転体分解点
検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ、軸受、ﾀｲﾙ
ﾁｯﾌﾟ、ﾌｨｰﾄﾞﾊﾟ
ｲﾌﾟ他)
◆No.2
法定点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ他)

◆No.1
法定点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ他)
■No.2
法定点検
回転体分解点
検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ、軸受、ﾀｲﾙ
ﾁｯﾌﾟ、ﾌｨｰﾄﾞﾊﾟ
ｲﾌﾟ他)

◆No.1、2
法定点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ他)

■No.1
法定点検
回転体分解点
検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ、軸受、ﾀｲﾙ
ﾁｯﾌﾟ、ﾌｨｰﾄﾞﾊﾟ
ｲﾌﾟ他)
◆No.2
法定点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ他)

◆No.1
法定点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ他)
■No.2
法定点検
回転体分解点
検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ、軸受、ﾀｲﾙ
ﾁｯﾌﾟ、ﾌｨｰﾄﾞﾊﾟ
ｲﾌﾟ他)

◆No.1、2
法定点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ他)

■No.1
法定点検
回転体及び減
速機分解点検
電動機点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ、軸受、ﾀｲﾙ
ﾁｯﾌﾟ他)
◆No.2
法定点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ他)

◆No.1
法定点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ他)
■No.2
法定点検
回転体及び減
速機分解点検
電動機点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ、軸受、ﾀｲﾙ
ﾁｯﾌﾟ他)

◆No.1、2
法定点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ他)

4

◆No.1、2
法定点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ他)

■No.1
法定点検
回転体及び減
速機分解点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ、軸受、ﾀｲﾙ
ﾁｯﾌﾟ他)
電動機点検
◆No.2
法定点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ他)

◆No.1
法定点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ他)
■No.2
法定点検
回転体及び減
速機分解点検
電動機点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ、軸受、ﾀｲﾙ
ﾁｯﾌﾟ他)

◆No.1、2
法定点検
部品交換(Vﾍﾞﾙ
ﾄ他)

◇点検整備
部品交換

◇点検◇点検 ◇点検◇点検 ◇点検整備
部品交換

4

◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備
部品交換(軸受
他)

◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備
部品交換(軸受
他)

◇点検整備 ◇点検整備
部品交換(ﾌﾗｲﾄ
他)

◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備
部品交換(ﾌﾗｲﾄ
他)

◇点検整備 ◇点検整備
部品交換(軸受
他)

◇点検整備

4

◇点検整備
部品交換(軸受
他)

◇点検整備
部品交換(ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、防食亜
鉛板他)

◇点検整備
部品交換(ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、防食亜
鉛板他)

◇点検整備
部品交換(ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、防食亜
鉛板他)

◇点検整備
部品交換(ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、防食亜
鉛板他)

◇点検整備
部品交換(ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、防食亜
鉛板他)4

◇点検整備
部品交換(ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、防食亜
鉛板他)

◇No.2
点検整備
部品交換(ﾛｰ
ﾀ、ｽﾃｰﾀ他)

◇No.1
点検整備
部品交換(ｽﾃｰﾀ
他)

◇No.2
点検整備
部品交換(ﾌﾟﾗ
ｸﾞｲﾝｼｬﾌﾄ、ﾛｰ
ﾀ、ｽﾃｰﾀ他)

◇No.1
点検整備
部品交換(ﾌﾟﾗ
ｸﾞｲﾝｼｬﾌﾄ、ｽﾃｰ
ﾀ他)

◇No.2
点検整備
部品交換(ｽﾃｰ
ﾀ、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼﾞｮ
ｲﾝﾄ他)
電動機ｵｰﾊﾞｰﾎｰ
ﾙ

◇No.1
点検整備
部品交換(ｽﾃｰ
ﾀ、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼﾞｮ
ｲﾝﾄ他)
電動機ｵｰﾊﾞｰﾎｰ
ﾙ

◇No.2
点検整備
部品交換(ﾌﾟﾗ
ｸﾞｲﾝｼｬﾌﾄ、ｽﾃｰ
ﾀ他)

◇No.1
点検整備
部品交換(ﾌﾟﾗ
ｸﾞｲﾝｼｬﾌﾄ、ﾛｰ
ﾀ、ｽﾃｰﾀ他)

◇No.2
点検整備
部品交換(ﾛｰ
ﾀ、ｽﾃｰﾀ他)

◇No.1
点検整備
部品交換(ｽﾃｰﾀ
他)

◇No.2
点検整備
部品交換(ｽﾃｰ
ﾀ、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼﾞｮ
ｲﾝﾄ、ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝ
ｼｬﾌﾄ他)
電動機ｵｰﾊﾞｰﾎｰ
ﾙ

◇No.1
点検整備
部品交換(ｽﾃｰ
ﾀ、ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｼﾞｮ
ｲﾝﾄ、ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝ
ｼｬﾌﾄ他)
電動機ｵｰﾊﾞｰﾎｰ
ﾙ

◇No.2
点検整備
部品交換(ｽﾃｰﾀ
他)

◇No.1
点検整備
部品交換(ﾛｰ
ﾀ、ｽﾃｰﾀ他)

4

◇No.2
点検整備
部品交換(ﾌﾟﾗ
ｸﾞｲﾝｼｬﾌﾄ、ｽﾃｰ
ﾀ、ﾒｶﾆｶﾙｼｰﾙ
他)

◇No.1
点検整備
部品交換(ﾌﾟﾗ
ｸﾞｲﾝｼｬﾌﾄ、ﾛｰ
ﾀ、ｽﾃｰﾀ、ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ他)

◇点検◇点検整備
部品交換(搬出
ｽｸﾘｭｰ軸受け)

◇点検◇点検 ◇点検

4

◇点検
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添付資料（２）津久井クリーンセンター　機器別管理総括表

凡例（◆：法定点検　、　◇：点検整備　、　■：法定点検及び製作工場での分解整備　、　★：機器更新　、　▲：修繕　、　▽：水槽防食層点検　、　▼：水槽防食層補修）　　.

維持管理データ

TBM CBM
診断項目

評価方法
（機能診断方法）

管理値 診断頻度
平成28年度
（2016年度）
（1年目）

平成29年度
（2017年度）
(2年目）

平成30年度
（2018年度）
（3年目）

設備 機器 対象箇所

保全方式 管理基準
目標
耐用
年数

重
要
度

平成31年度
（2019年度）
（4年目）

BM
PM

摩耗、腐食 著しい摩耗、腐食が無いこと メーカー基準値

振動 異常音、振動、発熱が無いこと メーカー基準値

作動確認 性能が低下していないこと メーカー基準値

Ａ ◎ 劣化 液漏れ、変形、亀裂の無いこと 劣化状況 1回/3年 20年以上

Ａ ◎ 劣化 液漏れ、変形、亀裂の無いこと 劣化状況 1回/3年 20年以上

腐食 著しい腐食が無いこと メーカー基準値

振動 異常音、振動、発熱が無いこと メーカー基準値

作動確認 性能が低下していないこと メーカー基準値

Ａ ◎ 劣化 液漏れ、変形、亀裂の無いこと 劣化状況 1回/2年 20年以上
◇点検整備
活性炭交換

◇点検整備
活性炭交換

腐食 著しい腐食が無いこと メーカー基準値

振動 異常音、振動、発熱が無いこと メーカー基準値

作動確認 性能が低下していないこと メーカー基準値

Ａ ◎ 劣化 液漏れ、変形、亀裂の無いこと 劣化状況 1回/3年 20年以上

▲処理棟廃液
中和槽ﾄﾞﾚﾝ配
管修繕

腐食 著しい腐食が無いこと メーカー基準値

振動 異常音、振動が無いこと メーカー基準値：振動速度　10mm/s以下

軸受温度 発熱が無いこと メーカー基準値：周囲温度＋50℃以下（max80℃）

作動確認 性能が低下していないこと メーカー基準値

Ａ ◎ 劣化 液漏れ、変形、亀裂の無いこと 劣化状況 1回/2年 20年以上
◇点検整備
活性炭交換

◇点検整備
活性炭交換

◇点検整備
活性炭交換

腐食 著しい腐食が無いこと メーカー基準値

振動 異常音、振動が無いこと メーカー基準値：振動速度　10mm/s以下

軸受温度 発熱が無いこと メーカー基準値：周囲温度＋50℃以下（max80℃）

作動確認 性能が低下していないこと メーカー基準値

腐食 著しい腐食が無いこと メーカー基準値

振動 異常音、振動が無いこと メーカー基準値：振幅　33μmP-P以下

軸受温度 発熱が無いこと メーカー基準値：周囲温度＋40℃以下（max80℃）

作動確認 性能が低下していないこと メーカー基準値

摩耗、腐食 著しい摩耗、腐食が無いこと メーカー基準値

振動 異常音、振動、発熱が無いこと メーカー基準値

作動確認 性能が低下していないこと メーカー基準値

劣化、腐食 著しい劣化、腐食が無いこと 劣化、腐食状況

作動確認 性能が低下していないこと 吐出量状況

劣化、腐食 著しい劣化、腐食が無いこと 劣化、腐食状況

作動確認 性能が低下していないこと 吐出量状況

放
流
設
備

No.1、2希釈水供給ポンプ ◎ 1回/2年 20年

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、軸受他)Ｂ

放流監視タンク

脱
臭
設
備

受入棟生物脱臭塔

受入棟高濃度脱臭ファン ◎ 1回/2年
電動機:13
年

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、軸受他)

受入棟活性炭吸着塔

◎ 1回/2年
電動機:13
年

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、Vﾌﾟｰﾘ、
軸受他)

処理棟生物脱臭塔

処理棟高濃度脱臭ファン ◎ 1回/2年
電動機:14
年

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、Vﾌﾟｰﾘ、
軸受他)受入棟脱臭誘引ファン

処理棟活性炭吸着塔

処理棟脱臭誘引ファン ◎ 1回/2年
電動機:14
年

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、Vﾌﾟｰﾘ、
軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、軸受他)

取
排
水
設
備

河川伏流水揚水ポンプ ◎ 1回/2年 7～10年

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、Vﾌﾟｰﾘ、
軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、軸受他)

No.1、2プラント用水ポンプ ◎ 1回/2年 20年以上

◇年次点検(電
気主任技術者)
▲No.1ﾎﾟﾝﾌﾟ修
繕

★No.1、2
機器更新(取水
配管布設替工
事)
※以後、電気
主任技術者の
年次点検は不
要

◇No.1、2
ﾎﾟﾝﾌﾟ整備
★No.1、2
ﾓｰﾀ更新
▲制御盤修繕
（台風19号の
被災のため）

雑
設
備

No.1、2受入棟床排水ポンプ ◎ 1回/3年 14～15年

◇No.1、2
点検整備
部品交換（ﾒｶﾆ
ｶﾙｼｰﾙ、軸受、
圧力ﾀﾝｸ他)

No.1、2処理棟床排水ポンプ ◎ 1回/3年 14～15年

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ
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添付資料（２）津久井クリーンセンター　機器別管理総括表

凡例（◆：法定点検　、　◇：点検整備　、　■：法定点検及び製作工場での分解整備　、　★：機器更新　、　▲：修繕　、　▽：水槽防食層点検　、　▼：水槽防食層補修）　　.

設備 機器 対象箇所

放
流
設
備

No.1、2希釈水供給ポンプ

放流監視タンク

脱
臭
設
備

受入棟生物脱臭塔

受入棟高濃度脱臭ファン

受入棟活性炭吸着塔

処理棟生物脱臭塔

処理棟高濃度脱臭ファン

受入棟脱臭誘引ファン

処理棟活性炭吸着塔

処理棟脱臭誘引ファン

取
排
水
設
備

河川伏流水揚水ポンプ

No.1、2プラント用水ポンプ

雑
設
備

No.1、2受入棟床排水ポンプ

No.1、2処理棟床排水ポンプ

整備スケジュール

令和13年度
（2031年度）
（16年目）

令和14年度
（2032年度）
（17年目）

令和15年度
（2033年度）
（18年目）

令和16年度
（2034年度）
（19年目）

令和17年度
（2035年度）
（20年目）

令和7年度
（2025年度）
（10年目）

令和8年度
（2026年度）
（11年目）

令和9年度
（2027年度）
（12年目）

令和10年度
（2028年度）
（13年目）

令和11年度
（2029年度）
（14年目）

令和12年度
（2030年度）
（15年目）

令和2年度
（2020年度）
（5年目）

令和3年度
（2021年度）
（6年目）

令和4年度
（2022年度）
（7年目）

令和5年度
（2023年度）
（8年目）

令和6年度
（2024年度）
（9年目）

健全度

4
◇点検 ◇点検 ◇点検 ◇点検 ◇点検

4
◇点検 ◇点検 ◇点検 ◇点検 ◇点検

4
◇点検整備
活性炭交換

◇点検整備
活性炭交換

◇点検整備
活性炭交換

◇点検整備
活性炭交換

◇点検整備
活性炭交換

◇点検整備
活性炭交換

◇点検整備
活性炭交換

◇点検整備
活性炭交換

4

◇点検 ◇点検 ◇点検 ◇点検 ◇点検

4
◇点検整備
活性炭交換

◇点検整備
活性炭交換

◇点検整備
活性炭交換

◇点検整備
活性炭交換

◇点検整備
活性炭交換

◇点検整備
活性炭交換

◇点検整備
活性炭交換

◇点検整備
活性炭交換

★No.1、2
機器更新

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、軸受他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、軸受他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、軸受他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、軸受、ｲ
ﾝﾍﾟﾗ他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、軸受他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、軸受他)4

◇No.1、2
点検整備
部品交換(ﾒｶﾆｶ
ﾙｼｰﾙ、軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、Vﾌﾟｰﾘ、
軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、軸受他)
★電動機更新

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、Vﾌﾟｰﾘ、
軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、Vﾌﾟｰﾘ、
軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、Vﾌﾟｰﾘ、
軸受他)4

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、Vﾌﾟｰﾘ、
軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、Vﾌﾟｰﾘ、
軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、軸受他)
★電動機更新

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、Vﾌﾟｰﾘ、
軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、Vﾌﾟｰﾘ、
軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、Vﾌﾟｰﾘ、
軸受他)4

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、Vﾌﾟｰﾘ、
軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、Vﾌﾟｰﾘ、
軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、Vﾌﾟｰﾘ、
軸受他)
★電動機更新

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、Vﾌﾟｰﾘ、
軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、Vﾌﾟｰﾘ、
軸受他)

4

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、Vﾌﾟｰﾘ、
軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、Vﾌﾟｰﾘ、
軸受)
★電動機更新

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、Vﾌﾟｰﾘ、
軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、軸受他)

◇点検整備
部品交換(ﾅｯﾄｶ
ﾊﾞｰ、Vﾌﾟｰﾘ、
軸受他)

4

◇No.1
点検整備

◇No.2
点検整備

◇No.1
点検整備

◇No.1
点検整備

◇No.2
点検整備

★No.1
機器更新

★No.2
機器更新

◇No.1
点検整備

◇No.2
点検整備

◇No.1
点検整備

◇No.2
点検整備

◇No.1
点検整備

◇No.2
点検整備

◇No.1
点検整備

◇No.2
点検整備

4

◇No.2
点検整備

◇No.1、2
点検整備
部品交換（ﾒｶﾆ
ｶﾙｼｰﾙ、軸受、
圧力ﾀﾝｸ他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換（ﾒｶﾆ
ｶﾙｼｰﾙ、軸受
他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換（ﾒｶﾆ
ｶﾙｼｰﾙ、軸受、
圧力ﾀﾝｸ他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換（ﾒｶﾆ
ｶﾙｼｰﾙ、軸受
他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換（ﾒｶﾆ
ｶﾙｼｰﾙ、軸受、
圧力ﾀﾝｸ他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換（ﾒｶﾆ
ｶﾙｼｰﾙ、軸受
他)

◇No.1、2
点検整備
部品交換（ﾒｶﾆ
ｶﾙｼｰﾙ、軸受、
圧力ﾀﾝｸ他)

4

◇No.1、2
点検整備
部品交換（ﾒｶﾆ
ｶﾙｼｰﾙ、軸受
他)

◇No.1
点検

★No.1
機器更新

★No.2
機器更新

◇No.1
点検

◇No.2
点検

◇No.1
点検

◇No.2
点検

◇No.1
点検

◇No.2
点検

4

◇No.1
点検

◇No.2
点検

◇No.1
点検

★No.1
機器更新

★No.2
機器更新

◇No.1
点検

◇No.2
点検

◇No.1
点検

◇No.2
点検

◇No.1
点検

◇No.2
点検

4

◇No.1
点検

◇No.2
点検
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添付資料（２）津久井クリーンセンター　機器別管理総括表

凡例（◆：法定点検　、　◇：点検整備　、　■：法定点検及び製作工場での分解整備　、　★：機器更新　、　▲：修繕　、　▽：水槽防食層点検　、　▼：水槽防食層補修）　　.

維持管理データ

TBM CBM
診断項目

評価方法
（機能診断方法）

管理値 診断頻度
平成28年度
（2016年度）
（1年目）

平成29年度
（2017年度）
(2年目）

平成30年度
（2018年度）
（3年目）

設備 機器 対象箇所

保全方式 管理基準
目標
耐用
年数

重
要
度

平成31年度
（2019年度）
（4年目）

BM
PM

継電器試験 動作が正常であること 電技解釈による基準以上

絶縁診断 所定の絶縁抵抗値以上であること 絶縁抵抗値：高圧10MΩ以上

外観点検 異常の無いこと 劣化状況

外観点検 異常の無いこと 劣化状況

操作機構点検 動作が正常であること

外観点検 異常の無いこと 劣化状況

絶縁診断 所定の絶縁抵抗値以上であること 電技解釈による基準以上

操作表示機構点検 動作が正常であること 手動/自動運転確認（制御の健全性）

外観点検 異常の無いこと 劣化状況

絶縁診断 所定の絶縁抵抗値以上であること 電技解釈による基準以上

操作表示機構点検 動作が正常であること 手動/自動運転確認（制御の健全性）

外観点検 異常の無いこと 劣化状況

絶縁診断 所定の絶縁抵抗値以上であること 電技解釈による基準以上

操作表示機構点検 動作が正常であること 手動/自動運転確認（制御の健全性）

外観点検 異常の無いこと 劣化状況

絶縁診断 所定の絶縁抵抗値以上であること 電技解釈による基準以上

操作表示機構点検 動作が正常であること 手動/自動運転確認（制御の健全性）

外観点検 異常の無いこと 劣化状況

絶縁診断 所定の絶縁抵抗値以上であること 電技解釈による基準以上

操作表示機構点検 動作が正常であること 手動/自動運転確認（制御の健全性）

外観点検 異常の無いこと 劣化状況

絶縁診断 所定の絶縁抵抗値以上であること 電技解釈による基準以上

操作表示機構点検 動作が正常であること 手動運転状態

外観点検 異常の無いこと 劣化状況

絶縁診断 所定の絶縁抵抗値以上であること 電技解釈による基準以上

操作表示機構点検 動作が正常であること 手動運転状態

外観点検 異常の無いこと 劣化状況

絶縁診断 所定の絶縁抵抗値以上であること 電技解釈による基準以上

操作表示機構点検 動作が正常であること 手動運転状態

外観点検 異常の無いこと 劣化状況

絶縁診断 所定の絶縁抵抗値以上であること 電技解釈による基準以上

操作表示機構点検 動作が正常であること 手動運転状態

電
気
・
計
装
設
備

高圧受変電盤 ◎ 1回/年 20年以上

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

アクティブフィルタ盤 ◎ 1回/7年
冷却ﾌｧﾝ:7
年

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

動力制御盤
計装設備盤

動力制御盤　MC-01
計装設備盤　KP-01

◎ 1回/年

動力制御盤　MC-11
計装設備盤　KP-11

◎

20年以上

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

動力制御盤　MC-21
計装設備盤　KP-21

◎ 1回/年 20年以上

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

1回/年 20年以上

動力制御盤　MC-101
計装設備盤　KP-101

◎ 1回/年 20年以上

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

動力制御盤　MC-121
計装設備盤　KP-121

◎ 1回/年 20年以上

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◎

◇年次点検(電
気主任技術者)

◎ 1回/9年 20年以上

20年以上

LP-13
No.2脱水分離液撹拌機操作盤

◎ 1回/9年 20年以上

LP-12
薬品ヤード操作盤

◎ 1回/9年 20年以上

現場操作盤

1回/9年

Ａ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ

LP-14
脱水機現場操作盤

Ｂ

Ａ

LP-11
汚泥脱水ホッパ操作盤
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添付資料（２）津久井クリーンセンター　機器別管理総括表

凡例（◆：法定点検　、　◇：点検整備　、　■：法定点検及び製作工場での分解整備　、　★：機器更新　、　▲：修繕　、　▽：水槽防食層点検　、　▼：水槽防食層補修）　　.

設備 機器 対象箇所

電
気
・
計
装
設
備

高圧受変電盤

アクティブフィルタ盤

動力制御盤
計装設備盤

動力制御盤　MC-01
計装設備盤　KP-01

動力制御盤　MC-11
計装設備盤　KP-11

動力制御盤　MC-21
計装設備盤　KP-21

動力制御盤　MC-101
計装設備盤　KP-101

動力制御盤　MC-121
計装設備盤　KP-121

LP-13
No.2脱水分離液撹拌機操作盤

LP-12
薬品ヤード操作盤

現場操作盤

LP-14
脱水機現場操作盤

LP-11
汚泥脱水ホッパ操作盤

整備スケジュール

令和13年度
（2031年度）
（16年目）

令和14年度
（2032年度）
（17年目）

令和15年度
（2033年度）
（18年目）

令和16年度
（2034年度）
（19年目）

令和17年度
（2035年度）
（20年目）

令和7年度
（2025年度）
（10年目）

令和8年度
（2026年度）
（11年目）

令和9年度
（2027年度）
（12年目）

令和10年度
（2028年度）
（13年目）

令和11年度
（2029年度）
（14年目）

令和12年度
（2030年度）
（15年目）

令和2年度
（2020年度）
（5年目）

令和3年度
（2021年度）
（6年目）

令和4年度
（2022年度）
（7年目）

令和5年度
（2023年度）
（8年目）

令和6年度
（2024年度）
（9年目）

健全度

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇10ヵ年点
検、部品交換

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇10ヵ年点
検、部品交換

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

4

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇点検整備
部品交換(冷却
ﾌｧﾝ)

◇点検整備
部品交換(冷却
ﾌｧﾝ)

4

◇点検整備
部品交換(安定
化電源、ｸﾞﾗ
ﾌｨｯｸ表示器他)

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇点検整備
部品交換(PLC
他)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇点検整備
部品交換(PLC
他)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者
◇点検整備
部品交換
(PLC、ｲﾝﾊﾞｰﾀ
他)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

4

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇点検整備
部品交換(PLC
他)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇点検整備
部品交換(PLC
他)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇点検整備
部品交換(PLC
他)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

4

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇点検整備
部品交換(PLC
他)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇点検整備
部品交換(PLC
他)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇点検整備
部品交換(PLC
他)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

4

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇点検整備
部品交換(PLC
他)

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇点検整備
部品交換(PLC
他)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇点検整備
部品交換(PLC
他)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

4

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇点検整備
部品交換(PLC
他)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇点検整備
部品交換(PLC
他)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

4

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇点検整備
部品交換

◇点検整備
部品交換

4

◇点検整備
部品交換

◇点検整備
部品交換

4

◇点検整備
部品交換

◇点検整備
部品交換

4

◇点検整備
部品交換

4

汚泥脱水機盤
整備、監視端
末用ﾀｯﾁﾊﾟﾈﾙ整
備、ﾃﾞｰﾀﾛｶﾞｰｼ
ｽﾃﾑ整備、振動
表示機器整備

添付2-8



添付資料（２）津久井クリーンセンター　機器別管理総括表

凡例（◆：法定点検　、　◇：点検整備　、　■：法定点検及び製作工場での分解整備　、　★：機器更新　、　▲：修繕　、　▽：水槽防食層点検　、　▼：水槽防食層補修）　　.

維持管理データ

TBM CBM
診断項目

評価方法
（機能診断方法）

管理値 診断頻度
平成28年度
（2016年度）
（1年目）

平成29年度
（2017年度）
(2年目）

平成30年度
（2018年度）
（3年目）

設備 機器 対象箇所

保全方式 管理基準
目標
耐用
年数

重
要
度

平成31年度
（2019年度）
（4年目）

BM
PM

外観点検 異常の無いこと 劣化状況

絶縁診断 所定の絶縁抵抗値以上であること 電技解釈による基準以上

操作表示機構点検 動作が正常であること 手動運転状態

外観点検 異常の無いこと 劣化状況

絶縁診断 所定の絶縁抵抗値以上であること 電技解釈による基準以上

操作表示機構点検 動作が正常であること 手動運転状態

外観点検 異常の無いこと 劣化状況

絶縁診断 所定の絶縁抵抗値以上であること 電技解釈による基準以上

操作表示機構点検 動作が正常であること 手動運転状態

外観点検 異常の無いこと 劣化状況

絶縁診断 所定の絶縁抵抗値以上であること 電技解釈による基準以上

操作表示機構点検 動作が正常であること 手動運転状態

外観点検 異常の無いこと 劣化状況

絶縁診断 所定の絶縁抵抗値以上であること 電技解釈による基準以上

外観点検 異常の無いこと 劣化状況

絶縁診断 所定の絶縁抵抗値以上であること 電技解釈による基準以上

操作機構点検 動作が正常であること

バッテリー点検 バッテリー特性が正常であること

機能点検 動作が正常であること

無負荷試験 無負荷試験で異常の無いこと

絶縁診断 所定の絶縁抵抗値以上であること 電技解釈による基準以上

遮断器試験 遮断器・切換動作が異常の無いこと

本体 Ａ ◎ 機能確認 機能が正常であること 1回/年 11年

◇点検整備

バッテリー点検 バッテリー特性が正常であること

絶縁診断 所定の絶縁抵抗値以上であること 電技解釈による基準以上

外観点検 異常の無いこと 劣化状況

操作表示機構点検 プラント自動制御が正常であること 自動運転確認（制御の健全性）

絶縁診断 所定の絶縁抵抗値以上であること 電技解釈による基準以上

受入槽1、2水位計 Ｂ ◎ 機能確認 機能が正常であること 1回/年 20年以上
◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備

貯留槽1、2水位計 Ｂ ◎ 機能確認 機能が正常であること 1回/年 20年以上
◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備

脱水分離液槽液位計 Ａ ◎ 機能確認 機能が正常であること 1回/年 20年以上
◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備

プラント用水受水槽液位計 Ａ ◎ 機能確認 機能が正常であること 1回/年 20年以上
◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備

ポリ鉄貯槽液位計 Ａ ◎ 機能確認 機能が正常であること 1回/3年 20年以上

汚泥ホッパレベル計 Ａ ◎ 機能確認 機能が正常であること 1回/3年 20年以上

受入棟床排水ピット液位計 Ｂ ◎ 機能確認 機能が正常であること 1回/3年 20年以上

処理棟床排水ピット液位計 Ｂ ◎ 機能確認 機能が正常であること 1回/3年 20年以上

電
気
・
計
装
設
備

現場操作盤

LP-15
脱臭室現場操作盤

◎ 1回/9年 20年以上

1回/15年 20年以上

LP-121
受入棟脱臭室操作盤

◎ 1回/15年 20年以上

LP-21
No.1、2発電機給排気ファン操作盤

◎

◎ 1回/15年 20年以上

◎ 1回/15年 20年以上

直流電源装置 ◎ 1回/年 20年以上

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

無停電電源装置分岐盤

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◎ 1回/年

◇年次点検(電
気主任技術者)

◎ 1回/年 20年以上

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)
▲排気ﾀﾞｸﾄ修
繕

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

PCS盤（プロセスコントローラ盤） ◎ 1回/年 20年以上

ﾊﾞｯﾃﾘｰ:3年
本体:15年

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)
▲無停電装置
ﾊﾞｯﾃﾘ修繕

◇年次点検(電
気主任技術者)

液位計、レベル計

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

中央情報処理装置

無停電電源装置（PC用）

非常用発電設備

LP-122
受入棟ブロワ室操作盤

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ
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添付資料（２）津久井クリーンセンター　機器別管理総括表

凡例（◆：法定点検　、　◇：点検整備　、　■：法定点検及び製作工場での分解整備　、　★：機器更新　、　▲：修繕　、　▽：水槽防食層点検　、　▼：水槽防食層補修）　　.

設備 機器 対象箇所

本体

受入槽1、2水位計

貯留槽1、2水位計

脱水分離液槽液位計

プラント用水受水槽液位計

ポリ鉄貯槽液位計

汚泥ホッパレベル計

受入棟床排水ピット液位計

処理棟床排水ピット液位計

電
気
・
計
装
設
備

現場操作盤

LP-15
脱臭室現場操作盤

LP-121
受入棟脱臭室操作盤

LP-21
No.1、2発電機給排気ファン操作盤

直流電源装置

無停電電源装置分岐盤

PCS盤（プロセスコントローラ盤）

液位計、レベル計

中央情報処理装置

無停電電源装置（PC用）

非常用発電設備

LP-122
受入棟ブロワ室操作盤

整備スケジュール

令和13年度
（2031年度）
（16年目）

令和14年度
（2032年度）
（17年目）

令和15年度
（2033年度）
（18年目）

令和16年度
（2034年度）
（19年目）

令和17年度
（2035年度）
（20年目）

令和7年度
（2025年度）
（10年目）

令和8年度
（2026年度）
（11年目）

令和9年度
（2027年度）
（12年目）

令和10年度
（2028年度）
（13年目）

令和11年度
（2029年度）
（14年目）

令和12年度
（2030年度）
（15年目）

令和2年度
（2020年度）
（5年目）

令和3年度
（2021年度）
（6年目）

令和4年度
（2022年度）
（7年目）

令和5年度
（2023年度）
（8年目）

令和6年度
（2024年度）
（9年目）

健全度

4

◇点検整備
★PC更新(1系
列分)

◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備
★PC更新(1系
列分)

◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備
★PC更新(1系
列分)

◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備
★PC更新(1系
列分)

◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備
★PC更新(1系
列分)

◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備
★PC更新(1系
列分)

4
◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備

4
◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備

4
◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備

4
◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備

4
◇点検 ◇点検 ◇点検 ◇点検 ◇点検

4
◇点検 ◇点検 ◇点検 ◇点検 ◇点検

4
◇点検 ◇点検 ◇点検 ◇点検 ◇点検

4
◇点検 ◇点検 ◇点検 ◇点検 ◇点検

◇点検整備
部品交換

◇点検整備
部品交換

4

◇点検整備
部品交換

4

◇点検整備
部品交換

4

◇点検整備
部品交換

4

◇点検整備
部品交換

4

◇点検整備
ﾊﾞｯﾃﾘｰ
ﾌｧﾝ

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

4

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇点検整備
部品交換(蓄電
池、ｵｲﾙ、ｴﾚﾒﾝ
ﾄ類)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇点検整備
部品交換(蓄電
池、ｵｲﾙ、ｴﾚﾒﾝ
ﾄ類)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

4

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇点検整備
部品交換(蓄電
池、ｵｲﾙ、ｴﾚﾒﾝ
ﾄ類、冷却水ﾋｰ
ﾀ)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

4

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇点検整備
部品交換(ﾊﾞｯﾃ
ﾘｰ)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇点検整備
部品交換(ﾊﾞｯﾃ
ﾘｰ)

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇点検整備
部品交換(ﾊﾞｯﾃ
ﾘｰ)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)
★無停電電源
装置本体更新

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇点検整備
部品交換(ﾊﾞｯﾃ
ﾘｰ）

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇点検整備
部品交換(ﾊﾞｯﾃ
ﾘｰ)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

4

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇点検整備
部品交換(PLC
他)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇点検整備
部品交換(PLC
他)

◇年次点検(電
気主任技術者)
◇点検整備
部品交換(PLC
他)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)

◇年次点検(電
気主任技術者)
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添付資料（２）津久井クリーンセンター　機器別管理総括表

凡例（◆：法定点検　、　◇：点検整備　、　■：法定点検及び製作工場での分解整備　、　★：機器更新　、　▲：修繕　、　▽：水槽防食層点検　、　▼：水槽防食層補修）　　.

維持管理データ

TBM CBM
診断項目

評価方法
（機能診断方法）

管理値 診断頻度
平成28年度
（2016年度）
（1年目）

平成29年度
（2017年度）
(2年目）

平成30年度
（2018年度）
（3年目）

設備 機器 対象箇所

保全方式 管理基準
目標
耐用
年数

重
要
度

平成31年度
（2019年度）
（4年目）

BM
PM

受入棟計装空気圧力計 Ｂ ◎ 機能確認 機能が正常であること 1回/年 20年以上
◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備

処理棟計装空気圧力計 Ｂ ◎ 機能確認 機能が正常であること 1回/年 20年以上
◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備

破砕機流量計1、2 Ｂ ◎ 機能確認 機能が正常であること 1回/年 20年以上
◇点検整備 ◇点検整備

汚泥供給流量計1、2 Ｂ ◎ 機能確認 機能が正常であること 1回/年 20年以上
◇点検整備 ◇点検整備

脱水分離液流量計 Ｂ ◎ 機能確認 機能が正常であること 1回/年 20年以上
◇点検整備 ◇点検整備

ポリマー注入流量計1、2 Ｂ ◎ 機能確認 機能が正常であること 1回/年 20年以上
◇点検整備 ◇点検整備

ポリ鉄注入流量計1、2 Ｂ ◎ 機能確認 機能が正常であること 1回/年 20年以上
◇点検整備 ◇点検整備

希釈水流量計 Ｂ ◎ 機能確認 機能が正常であること 1回/年 20年以上
◇点検整備 ◇点検整備

下水道放流水流量計 Ａ ◎ 機能確認 機能が正常であること 1回/年 20年以上

◇点検整備 ◇点検整備 ★更新(瑕疵補
修によるもの)

◇点検整備

受入棟緊急警報盤 ◎ 表示確認 表示が正常であること 1回/年 20年以上

　　酸素濃度計 ◎ 機能確認 機能が正常であること 1回/年 1年

　　硫化水素濃度計 ◎ 機能確認 機能が正常であること 1回/年 1年

処理棟緊急警報盤 ◎ 表示確認 表示が正常であること 1回/年 20年以上

　　酸素濃度計 ◎ 機能確認 機能が正常であること 1回/年 1年

　　硫化水素濃度計 ◎ 機能確認 機能が正常であること 1回/年 1年

摩耗、腐食 著しい摩耗、腐食が無いこと メーカー基準値

振動 異常音、振動、発熱が無いこと メーカー基準値

摩耗、腐食 著しい摩耗、腐食が無いこと メーカー基準値

振動 異常音、振動、発熱が無いこと メーカー基準値

著しい摩耗、腐食、漏液が無いこと 摩耗、腐食状況

漏えいが無いこと 漏えい状況

スケール付着 著しいスケール付着が無いこと スケール付着状況

著しい摩耗、腐食が無いこと 摩耗、腐食、漏液状況

漏えいが無いこと 漏えい状況

スケール付着 著しいスケール付着が無いこと スケール付着状況

著しい摩耗、腐食が無いこと 摩耗、腐食状況

漏えいが無いこと 漏えい状況

スケール付着 著しいスケール付着が無いこと スケール付着状況

著しい摩耗、腐食が無いこと 摩耗、腐食状況

漏えいが無いこと 漏えい状況

スケール付着 著しいスケール付着が無いこと スケール付着状況

著しい摩耗、腐食が無いこと 摩耗、腐食状況

漏えいが無いこと 漏えい状況

スケール付着 著しいスケール付着が無いこと スケール付着状況

著しい摩耗、腐食が無いこと 摩耗、腐食状況

漏えいが無いこと 漏えい状況

スケール付着 著しいスケール付着が無いこと スケール付着状況

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

電
気
・
計
装
設
備

圧力計

流量計

硫化水素ガス検知器

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

エアドライヤ ◎ 1回/年 14～15年

14～15年

◆定期自主検
査

◆定期自主検
査
▲計装ｺﾝﾌﾟﾚｯｻ
修繕

◆定期自主検
査

◆定期自主検
査

計装空気圧縮機 ◎

プ
ラ
ン
ト
配
管
設
備

ＰＡ（混合し尿）
　受入槽～破砕機～夾雑物除去装置

◎
摩耗、腐食

◇点検

処理棟計装空気圧縮機

1回/年

ＰＣ（除渣液）
　夾雑物除去装置/し渣脱水機～貯留槽
　貯留槽～汚泥脱水機

◎
摩耗、腐食

1回/3年 10～15年

摩耗、腐食
1回/3年

ＰＫ（脱水分離液）
　汚泥脱水機～脱水分離液槽

◎
摩耗、腐食

1回/3年 10～15年

▲前処理室ﾊﾞﾙ
ﾌﾞ修繕
▲汚泥供給配
管ﾊﾞﾙﾌﾞ修繕

▲脱水機室汚
泥配管ﾊﾞﾙﾌﾞ修
繕

ＰＬ（排水）
　脱水分離液槽～放流監視タンク
　放流監視タンク～放流水槽

◎

1回/3年 10～15年

摩耗、腐食
1回/3年 10～15年

▲脱水分離液
移送配管修繕

ＰＺ（放流水）
　放流水槽～公設枡

◎
摩耗、腐食

1回/3年

10～15年
ＰＮ（床排水）
　床排水ポンプ～受入槽/貯留槽

◎

10～15年

▲放流配管修
繕

汚泥系統
汚水系統
排水系統

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ
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添付資料（２）津久井クリーンセンター　機器別管理総括表

凡例（◆：法定点検　、　◇：点検整備　、　■：法定点検及び製作工場での分解整備　、　★：機器更新　、　▲：修繕　、　▽：水槽防食層点検　、　▼：水槽防食層補修）　　.

設備 機器 対象箇所

受入棟計装空気圧力計

処理棟計装空気圧力計

破砕機流量計1、2

汚泥供給流量計1、2

脱水分離液流量計

ポリマー注入流量計1、2

ポリ鉄注入流量計1、2

希釈水流量計

下水道放流水流量計

受入棟緊急警報盤

　　酸素濃度計

　　硫化水素濃度計

処理棟緊急警報盤

　　酸素濃度計

　　硫化水素濃度計

電
気
・
計
装
設
備

圧力計

流量計

硫化水素ガス検知器

エアドライヤ

計装空気圧縮機

プ
ラ
ン
ト
配
管
設
備

ＰＡ（混合し尿）
　受入槽～破砕機～夾雑物除去装置

処理棟計装空気圧縮機

ＰＣ（除渣液）
　夾雑物除去装置/し渣脱水機～貯留槽
　貯留槽～汚泥脱水機

ＰＫ（脱水分離液）
　汚泥脱水機～脱水分離液槽

ＰＬ（排水）
　脱水分離液槽～放流監視タンク
　放流監視タンク～放流水槽

ＰＺ（放流水）
　放流水槽～公設枡

ＰＮ（床排水）
　床排水ポンプ～受入槽/貯留槽

汚泥系統
汚水系統
排水系統

整備スケジュール

令和13年度
（2031年度）
（16年目）

令和14年度
（2032年度）
（17年目）

令和15年度
（2033年度）
（18年目）

令和16年度
（2034年度）
（19年目）

令和17年度
（2035年度）
（20年目）

令和7年度
（2025年度）
（10年目）

令和8年度
（2026年度）
（11年目）

令和9年度
（2027年度）
（12年目）

令和10年度
（2028年度）
（13年目）

令和11年度
（2029年度）
（14年目）

令和12年度
（2030年度）
（15年目）

令和2年度
（2020年度）
（5年目）

令和3年度
（2021年度）
（6年目）

令和4年度
（2022年度）
（7年目）

令和5年度
（2023年度）
（8年目）

令和6年度
（2024年度）
（9年目）

健全度

4
◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備

4
◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備

4
◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備

4
◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備

4
◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備

4
◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備

4
◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備

4
◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備

4

◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

4

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

4

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◇点検整備
部品交換(O2ｾﾝ
ｻ、H2Sｾﾝｻ)

◆定期自主検
査

◆定期自主検
査

◆定期自主検
査

◆定期自主検
査

◆定期自主検
査

◆定期自主検
査

◆定期自主検
査
★No.1更新

◆定期自主検
査
★No.2更新

◆定期自主検
査

◆定期自主検
査

◆定期自主検
査

◆定期自主検
査

◆定期自主検
査

◆定期自主検
査

◆定期自主検
査

4

◇点検 ◇点検 ◇点検◇点検 ◇点検 ★機器更新 ◇点検 ◇点検 ◇点検◇点検 ◇点検 ◇点検 ◇点検 ◇点検 ◇点検

4

◇点検

◆定期自主検
査

◇点検◇点検 ◇点検

4

◇点検 ◇点検

◇点検

◇点検

◇点検 ◇点検

4

◇点検 ◇点検

◇点検◇点検 ◇点検

4

◇点検 ◇点検

◇点検◇点検 ◇点検

4

◇点検

◇点検◇点検 ◇点検◇点検 ◇点検

4

◇点検◇点検 ◇点検◇点検 ◇点検

4

添付2-12



添付資料（２）津久井クリーンセンター　機器別管理総括表

凡例（◆：法定点検　、　◇：点検整備　、　■：法定点検及び製作工場での分解整備　、　★：機器更新　、　▲：修繕　、　▽：水槽防食層点検　、　▼：水槽防食層補修）　　.

維持管理データ

TBM CBM
診断項目

評価方法
（機能診断方法）

管理値 診断頻度
平成28年度
（2016年度）
（1年目）

平成29年度
（2017年度）
(2年目）

平成30年度
（2018年度）
（3年目）

設備 機器 対象箇所

保全方式 管理基準
目標
耐用
年数

重
要
度

平成31年度
（2019年度）
（4年目）

BM
PM

著しい摩耗、腐食が無いこと 摩耗、腐食状況

漏えいが無いこと 漏えい状況

スケール付着 著しいスケール付着が無いこと スケール付着状況

著しい摩耗、腐食が無いこと 摩耗、腐食状況

漏えいが無いこと 漏えい状況

スケール付着 著しいスケール付着が無いこと スケール付着状況

著しい摩耗、腐食が無いこと 摩耗、腐食状況

漏えいが無いこと 漏えい状況

スケール付着 著しいスケール付着が無いこと スケール付着状況

著しい摩耗、腐食が無いこと 摩耗、腐食状況

漏えいが無いこと 漏えい状況

スケール付着 著しいスケール付着が無いこと スケール付着状況

著しい摩耗、腐食が無いこと 摩耗、腐食状況

漏えいが無いこと 漏えい状況

スケール付着 著しいスケール付着が無いこと スケール付着状況

著しい摩耗、腐食が無いこと 摩耗、腐食状況

漏えいが無いこと 漏えい状況

スケール付着 著しいスケール付着が無いこと スケール付着状況

著しい摩耗、腐食が無いこと 摩耗、腐食状況

漏えいが無いこと 漏えい状況

著しい摩耗、腐食が無いこと 摩耗、腐食状況

漏えいが無いこと 漏えい状況

スケール付着 著しいスケール付着が無いこと スケール付着状況

建具 受入棟自動扉 Ｂ ◎ 劣化、腐食 著しい劣化、腐食、変形が無いこと 劣化、腐食状況 1回/3ヶ月 15～20年
◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備

劣化、腐食、剥離状況（予備調査） 1回/3年 10～15年

フェノールフタレイン法による調査（詳細調査） 異常時 20～30年

劣化、腐食、剥離状況（予備調査） 1回/3年 10～15年

フェノールフタレイン法による調査（詳細調査） 異常時 20～30年

劣化、腐食、剥離状況（予備調査） 1回/3年 10～15年

フェノールフタレイン法による調査（詳細調査） 異常時 20～30年

劣化、腐食、剥離状況（予備調査） 1回/3年 10～15年

フェノールフタレイン法による調査（詳細調査） 異常時 20～30年

劣化、腐食、剥離状況（予備調査） 1回/3年 10～15年

フェノールフタレイン法による調査（詳細調査） 異常時 20～30年

プ
ラ
ン
ト
配
管
設
備

空気系統

ＡＡ（乾燥空気）
　エアドライヤ～用途先

◎

摩耗、腐食
1回/3年

摩耗、腐食
1回/3年 10～15年

▲処理棟計装
配管修繕

ＤＡ（高濃度臭気） ◎
摩耗、腐食

1回/3年

10～15年ＡＢ（ブロワ空気） ◎

ＤＣ（低濃度臭気） ◎
摩耗、腐食

1回/3年

10～15年

▲臭気配管修
繕

薬品系統

ＣＢ（ポリマー溶液） ◎
摩耗、腐食

10～15年

ＣＤ（ポリ硫酸第二鉄） ◎
摩耗、腐食

1回/3年 10～15年

1回/3年 10～15年

摩耗、腐食
1回/3年

摩耗、腐食 1回/3年 10～15年

▲ﾌﾟﾗﾝﾄ受水槽
給水管修繕

用水系統

ＷＥ（プラント用水） ◎

土
木
建
築
設
備

No.1、2沈砂槽 RC水槽 ◎

10～15年ＷＧ（冷却水） ◎

No.1、2受入槽 RC水槽 ◎

劣化、腐食 著しい腐食、剥離が無いこと

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

No.1、2貯留槽 RC水槽 ◎

劣化、腐食 著しい腐食、剥離が無いこと

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

脱水分離液槽 RC水槽 ◎

劣化、腐食 著しい腐食、剥離が無いこと

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

放流水槽 RC水槽 ◎

劣化、腐食 著しい腐食、剥離が無いこと

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

劣化、腐食 著しい腐食、剥離が無いこと

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ
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添付資料（２）津久井クリーンセンター　機器別管理総括表

凡例（◆：法定点検　、　◇：点検整備　、　■：法定点検及び製作工場での分解整備　、　★：機器更新　、　▲：修繕　、　▽：水槽防食層点検　、　▼：水槽防食層補修）　　.

設備 機器 対象箇所

建具 受入棟自動扉

プ
ラ
ン
ト
配
管
設
備

空気系統

ＡＡ（乾燥空気）
　エアドライヤ～用途先

ＤＡ（高濃度臭気）

ＡＢ（ブロワ空気）

ＤＣ（低濃度臭気）

薬品系統

ＣＢ（ポリマー溶液）

ＣＤ（ポリ硫酸第二鉄）

用水系統

ＷＥ（プラント用水）

土
木
建
築
設
備

No.1、2沈砂槽 RC水槽

ＷＧ（冷却水）

No.1、2受入槽 RC水槽

No.1、2貯留槽 RC水槽

脱水分離液槽 RC水槽

放流水槽 RC水槽

整備スケジュール

令和13年度
（2031年度）
（16年目）

令和14年度
（2032年度）
（17年目）

令和15年度
（2033年度）
（18年目）

令和16年度
（2034年度）
（19年目）

令和17年度
（2035年度）
（20年目）

令和7年度
（2025年度）
（10年目）

令和8年度
（2026年度）
（11年目）

令和9年度
（2027年度）
（12年目）

令和10年度
（2028年度）
（13年目）

令和11年度
（2029年度）
（14年目）

令和12年度
（2030年度）
（15年目）

令和2年度
（2020年度）
（5年目）

令和3年度
（2021年度）
（6年目）

令和4年度
（2022年度）
（7年目）

令和5年度
（2023年度）
（8年目）

令和6年度
（2024年度）
（9年目）

健全度

4
◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備 ◇点検整備

◇点検 ◇点検◇点検 ◇点検

4

◇点検

◇点検◇点検 ◇点検◇点検 ◇点検

4

◇点検◇点検 ◇点検◇点検 ◇点検

4

◇点検◇点検 ◇点検◇点検 ◇点検

4

◇点検◇点検 ◇点検

4

◇点検 ◇点検

◇点検

4

◇点検 ◇点検

◇点検 ◇点検◇点検 ◇点検

4

◇点検

◇点検◇点検 ◇点検◇点検 ◇点検

4

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)
▼防食層補修3

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)
▼防食層補修3

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)
▼防食層補修3

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)
▼防食層補修3

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)
▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)

▽防食層点検▽防食層点検 ▽防食層点検 ▼防食層補修

4

▽防食層点検 ▽防食層点検

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

◇点検整備(浚
渫)

◇点検 ◇点検
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